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薬薬学学部部・・薬薬学学研研究究科科のの概概要要  
 

薬学部は、1964（昭和 39）年に「質の⾼い薬剤師ならびに優秀な研究者・技術者を養成す
ること」を⽬的として、北⾥⼤学の 2 番⽬の学部（薬学科 1 学科）として設⽴された。翌年の
1965（昭和 40）年には、製薬学科を増設した。2006（平成 18）年には、薬学教育年限の延⻑
にともない、「⾼度化した医療現場で活躍できる薬剤師の養成」を⽬的とした薬学科（6 年
制）と｢薬学関連分野の研究者や教育者など、薬学周辺領域で活躍できる⼈材の養成｣を⽬的と
した薬科学科（4 年制）の 2 学科を併置した。2010（平成 22）年、薬科学科は⽣命創薬科学
科へと名称変更し現在に⾄っている。 

薬学研究科は、⾼度な⽣命科学の精髄を極める専⾨教育の場として、1968（昭和 43）年に
薬学専攻修⼠課程をもって発⾜し、1973（昭和 48）年には博⼠後期課程を開設した。開設当
初から、「⽣命科学に関する最先端の基礎研究を重視」して、10 を越える専⾨分野の教育・研
究を展開しつつ、1973（昭和 48）年には、修⼠課程に⽇本初の臨床薬学専⾨分野を開講し、
臨床薬学の実践的教育・研究を⼤学院の教育課程に取り⼊れた。1977（昭和 52）年には臨床
薬学研究室を開設、さらに、1995（平成 7）年に臨床薬学研究室の機能を充実拡⼤するため、
薬学部附属臨床薬学研究センターに組織変更した。1999（平成 11）年度から「薬学履修コー
ス」、「臨床薬学履修コース」及び「臨床統計学履修コース」からなるコース制を敷くことで教
育・研究の特⾊を⼀層鮮明にした。臨床統計学履修コースは、わが国での臨床統計学の確⽴及
び専⾨家の育成を⽬指して開設されたコースである。2006（平成 18）年度には、社会⼈を対
象として、新薬開発分野で国際的に活躍できる⾼度専⾨家を育成することを⽬的とする「医薬
開発学履修コース」を開設した。 

薬学 6 年制教育の進⾏に伴い、2010（平成 22）年には修⼠課程に薬科学専攻「薬科学履修
コース」を設置し、その後、2012（平成 24）年に博⼠課程薬学専攻「薬学履修コース」（修業
年限 4 年）及び博⼠後期課程薬科学専攻「薬科学履修コース」（修業年限 3 年）を設置した。
⼤学院の改組に伴い、「臨床統計学履修コース」及び「医薬開発学履修コース」は薬科学専攻
へ組み込まれ，現在に⾄っている。 

2008（平成 20）年度から 2021（令和 3）年度まで、本学が⽂部科学省から選定された「が
んプロフェッショナル養成プラン」の⼀環として、博⼠後期課程に社会⼈を対象としたがん専
⾨薬剤師の養成を⽬的とする「医療薬学−がん領域−履修コース」を設置した。 
 本学部及び本研究科では、これまでに 16,345 余名の薬学⼠、1,745 余名の修⼠、144 余名の
博⼠を輩出し、これら卒業⽣・修了⽣は社会の第⼀線で活躍している。 
2006（平成 18）年度からスタートした 6 年制薬学教育では、新たに 11 週にわたる⻑期実務
実習が加えられた。本学では、関連病院の薬剤部⻑が薬学部教授あるいは准教授を兼務する教
育体制が構築されており、臨床薬学研究・教育センターには 32 名の薬剤師免許を有する臨床
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教員が在席し、そのうち 18 名が付属病院薬剤部に配置され学部の講義・実習とともに実務実
習を担当する。6 年制薬学教育の中でも極めて重要な病院実習を、希望する全ての学⽣が附属
病院のいずれかで履修できる環境を整え、さらに薬学部教員が責任をもって教授する教育体制
は、他の薬系⼤学では実施できない本学部の⼤きな特⻑である。さらに、臨床薬学研究・教育
センターには 2 名の医師が専任教員として配置され、学部の講義と事前実習を担当している。 

本学部では、⼀般教養や薬学的専⾨知識・技能・態度を修得する教育に加えて、医療⼈とし
ての倫理観を醸成する教育にも⼒を⼊れている。⼀般教育部と連携した「倫理学」のみなら
ず、薬学専⾨科⽬としての「医療倫理学」、医療現場を体験する「薬と仕事Ⅰ」、災害時医療や
救命処置について学び、⼩グループでの討論や実技を中⼼に進められる「社会薬学実習」、附
属病院を活⽤した「病院実習」や「医療ボランティア実習」などを通して、⾼い倫理観の醸成
を図っている。その中の⼀つで 2 年次に開講される「社会薬学実習」では、災害時の初期対応
や医療活動、傷病者に対する救命処置、医薬品等による健康被害を題材とした事例検討などを
通して、学⽣に「いのち」と「医療プロフェッショナリズム」について考えさせる。この実習
内容は⽂部科学省「質の⾼い⼤学教育推進プログラム」（2008（平成 20）年度）に選定され、
⾼い評価を受けている。 
 ⼀⽅、薬学部、医学部、看護学部、医療衛⽣学部、保健衛⽣専⾨学院、看護専⾨学校の学⽣
が⼀堂に会して討議・発表を⾏う「チーム医療演習」、附属病院における「チーム医療病院実
習」も医療⼈養成を重視する本学の⼤きな特⻑である。その他にも、特⾊ある教育として、薬
学部附属東洋医学総合研究所や北⾥研究所病院と連携した「漢⽅医薬学履修プログラム」があ
り、「⽣薬学」や「東洋医学概論」等の講義に加えて、「漢⽅調剤実習」を⾏っている。また、
健康⾷品に関する教育として「NR・サプリメントアドバイザー」や「健康⾷品管理⼠」の受
験資格を取得できるカリキュラムを実施している。 
研究⾯では、2007（平成 19）年度から 5 年間にわたり⽂部科学省のハイテク・リサーチ・セ
ンターに選定され、2013、2014（平成 25、26）、2016（平成 28）、2020（令和 2）年度には
⽂科省研究設備整備費等補助⾦を受け、研究機器を整備し、医薬品の研究・開発に関わるプロ
ジェクトを推進している。さらに、本学薬学研究科と東京医科⻭科⼤学、お茶の⽔⼥⼦⼤学、
学習院⼤学の 4 ⼤学⼤学院が連携して⼤学院教育を⾼度化する取り組みは、⽂部科学省「戦略
的⼤学連携⽀援プログラム」（2009〜2011（平成 21〜23）年度）及び「⼤学間連携共同教育
推進事業」（2012〜2016（平成 24〜28）年度）に選定された。その後も継続して各⼤学⼤学
院の特⾊ある科⽬や研究を共有することで、幅広い視野を持った⽣命科学・創薬科学研究者を
養成する計画を推進している。 
 2015（平成 27）年には、北⾥⼤学特別栄誉教授で、元薬学部教授の⼤村 智 博⼠が、ノー
ベル⽣理学・医学賞を受賞した。⼤村博⼠の受賞を契機として、創薬・⽣命科学研究の更なる
発展が期待される。 
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理理念念・・教教育育方方針針  
  

【理念】 

高度な専門知識と技能を備えた生命科学・創薬科学領域の教育者・研究者・技術者の育成、及び

薬剤師の資格を持って臨床薬学教育・研究が遂行できる人材の養成。 

 

【教育方針】 

薬学研究科の各履修コースの教育目標は以下のとおりである。 

 

○薬科学専攻・薬科学履修コース（修士課程、博士後期課程：修業年限 3 年） 

生命科学・創薬科学領域における研究者ならびに高度専門職業人の育成。 

 

 

○薬科学専攻・臨床統計学履修コース（修士課程、博士後期課程：修業年限 3年） 

臨床試験を通して医薬品開発に貢献できる生物統計専門家の育成。 

 

 

○薬科学専攻・医薬開発学履修コース（修士課程、博士後期課程：修業年限 3年） 

医薬品の国際的な開発の最前線で活躍できる人材の育成。 

 

 

○薬学専攻・薬学履修コース（博士課程：修業年限 4 年） 

    医療薬学分野における最新の専門知識と技能をもとに臨床研究が遂行できる人材の育成。 

 

 

【授与される学位】 

   薬科学履修コース   ：「修士（薬科学）」、「博士（薬科学）」 

   臨床統計学履修コース：「修士（臨床統計学）」、「博士（臨床統計学）」 

医薬開発学履修コース：「修士（医薬開発学）」、「博士（医薬開発学）」 

薬学履修コース   ：「博士（薬学）」 

 

 

【大学院複数教員指導制】 

本研究科では、複数教員指導制（アドバイザー教員制度）により、大学院生一人に対して所属分

野以外の大学院担当教員をアドバイザーとして教育・研究指導を行っている。これにより、多層的

な研究指導を可能としている。 
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３３．．22002266 年年度度「「人人材材のの養養成成にに関関すするる目目的的そそのの他他のの教教育育研研究究上上のの目目的的」」とと「「学学位位授授与与方方

針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））」」、、「「教教育育課課程程のの編編成成・・実実施施方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））」」  

薬薬学学研研究究科科  

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学研究科では、医療科学・生命科学分野を担う人材を必要とする社会的要請に応えるため、

高い倫理観と先端的で高度な専門的知識・技能を備えた生命科学・創薬科学分野における研

究者・技術者の育成、薬剤師の資格を持って臨床薬学教育・研究が遂行できる人材、ならび

に専門薬剤師の育成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、（1）高い倫理観と薬

学関連分野の幅広い知識を修得させる教育の展開、（2）専門領域における最先端の知識・技

能と国際的な発信能力を修得させる教育の推進とします。 

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学研究科では、医療科学・生命科学分野を担う人材を必要とする社会的要請に応えるため、

高い倫理観と先端的で高度な専門的知識・技能を備えた生命科学・創薬科学分野における研

究者・技術者の育成、薬剤師の資格を持って臨床薬学教育・研究が遂行できる人材、ならび

に専門薬剤師の育成を目的としています。 

こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）高い倫理観と薬学関連分野の幅広い知識

（2）専門領域における最先端の知識・技能と国際的な発信能力

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

薬学研究科では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を編成・実

施しています。 

（1）高い倫理観と薬学関連分野の幅広い知識を修得させる教育を展開します。

（2）専門領域における最先端の知識・技能と国際的な発信能力を修得させる教育を推進しま

す。 

学修成果の評価は、シラバスに明示された教育方法、評価方法に基づき、論文・文献の理解

度、レポート、論文発表内容及び討論内容、研究成果等により行います。 

薬薬学学専専攻攻（（博博士士課課程程））  

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学研究科薬科学専攻（修士課程）では、高い倫理観と幅広い専門的知識・技能、そして科 

学的・論理的な思考力と表現力を備えて社会貢献できる人材の育成、すなわち、生命科学・ 

創薬科学分野において専門家として活躍できる研究者、技術者および教育者の育成、臨床試

験データを解析し、臨床試験計画を提案できる研究者の育成、さらに医薬品開発に関する企

画を立案できる人材の育成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、（1）高い倫理

観と薬学関連分野の幅広い知識を修得させる教育の推進、（2）専門領域における高度な知識・

技能の修得を目指した教育の推進、（3）豊富な演習・研究を通した論理的な思考力と表現力

を養成する教育の展開、（4）国際的な視野を涵養する教育の展開とします。 

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学研究科薬科学専攻（修士課程）では、高い倫理観と幅広い専門的知識・技能、そして科学

的・論理的な思考力と表現力を備えて社会貢献できる人材の育成、すなわち、生命科学・創薬

科学分野において専門家として活躍できる人材（研究者、技術者および教育者）の育成、臨床

試験データを解析し、臨床試験計画を提案できる人材（研究者）の育成、さらに医薬品開発に

関する企画を立案できる人材の育成を目的としています。 

こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）医療人かつ研究者としての強い責任感と高い倫理性から研究を見つめる能力

（2）医療薬学関連分野における最新の極めて高度な専門的知識・技能
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（3）医療薬学関連分野における先端的で高度な研究を企画・遂行・考察する能力

（4）医療の現場で求められる課題を自ら発見し、独創的な発想をもって問題を解決する能力

（5）医療の現場において国際的な視野をもって活躍する能力

（6）高度な先端医療を担い教育指導する能力

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

薬学研究科薬学専攻（博士課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき

教育課程を編成・実施しています。 

(1) 「特別講義科目」では、臨床薬学分野における幅広い知識を身につけるための科目を

配置します。

（2）「専門科目」では、自立した研究者として必要な最新の専門的知識を涵養するために臨

床現場に直結した科目を配置します。

（3）「特別演習」と「特別研究」では、臨床薬学・医療薬学に関する豊富な演習・研究を通

して課題発見能力と問題解決能力を高め、医療人としての強い責任感と高い倫理性を有

し、国際的な視野をもって活躍できる研究者や高度職業人を育成するための教育を行い

ます。

学修成果の評価は、シラバスに明示された教育方法、評価方法に基づき、論文・文献の理解度、

レポート、論文発表内容及び討論内容、研究成果等により行います。

薬薬科科学学専専攻攻（（修修士士課課程程））  

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

薬学研究科薬科学専攻（修士課程）では、高い倫理観と先端的で高度な専門的知識・技能を

備えた生命科学・創薬科学分野における研究者、技術者および教育者の育成、臨床試験デー

タを解析し、かつ臨床試験計画を立案できる研究者の育成、さらに戦略的かつ国際的な医薬

品開発企画を立案できる人材の育成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、（1）

高い倫理観と薬学関連分野の幅広い知識を修得させる教育の推進、（2）専門領域における最

先端の知識・技能の修得を目指した教育の推進、（3）豊富な演習・研究を通した柔軟で論理

的な思考力と表現力を養成する教育の展開、（4）国際的な視野を涵養する教育の展開としま

す。

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

薬学研究科薬科学専攻（修士課程）では、高い倫理観と先端的で高度な専門的知識・技能を

備えた生命科学・創薬科学分野における人材（研究者、技術者および教育者）の育成、臨床

試験データを解析し、かつ臨床試験計画を立案できる人材（研究者）の育成、さらに戦略的

かつ国際的な医薬品開発企画を立案できる人材の育成を目的としています。 

こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

〔薬科学〕 

（1）生命科学・創薬科学分野における専門家としての高い倫理観

（2）専門領域における幅広い専門的知識・技能

（3）科学的・論理的な思考力と表現力

（4）生命科学・創薬科学分野における専門家としての研究能力

（5）専門的知識・研究能力をもとに自ら課題を発見し、問題を解決する能力

〔臨床統計学〕 

（1）臨床統計学分野における専門家としての高い倫理観

（2）専門領域における幅広い専門的知識・技能

（3）科学的・論理的な思考力と表現力

（4）臨床統計学分野における専門家としての研究能力

（5）専門的知識・研究能力をもとに自ら課題を発見し、問題を解決する能力

〔医薬開発学〕 

（1）医薬品の臨床開発領域における専門家としての高い倫理観

（2）専門領域における幅広い専門的知識・技能

（3）科学的・論理的な思考力と表現力
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（4）医薬品の臨床開発領域における専門家としての研究能力 

（5）専門的知識・研究能力をもとに自ら課題を発見し、問題を解決する能力 

 

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

薬学研究科薬科学専攻（修士課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基

づき教育課程を編成・実施しています。 

〔薬科学〕 

（1）「特論科目」として、生命科学・創薬科学分野の幅広い知識・技能を修得できるよ

うに、国内外の第一線で活躍する講師を交えて、生命科学・創薬科学関連の多岐に

わたる分野の科目を配置します。 

（2）豊富な演習・実験を通して、課題発見能力と問題解決能力を高め、論理的な思考力、

コミュニケーション能力、倫理観と表現力を身につけるために「演習」と「特別実

験」を重点的に配置します。 

〔臨床統計学〕 

（1）「特論科目」として、臨床統計学分野の幅広い知識・技能を修得できるように、国

内外の第一線で活躍する講師を交えて、臨床統計学関連の多岐にわたる分野の科目

を配置します。 

（2）豊富な演習を通して、課題発見能力と問題解決能力を高め、論理的な思考力、コミ

ュニケーション能力、倫理観と表現力を身につけるために「演習」を重点的に配置

します。 

〔医薬開発学〕 

（1）「特論科目」として、医薬品の臨床開発領域の幅広い知識・技能を修得できるよう

に、国内外の第一線で活躍する講師を交えて、医薬品開発に関連する多岐にわたる

分野の科目を配置します。 

（2）豊富な演習を通して、課題発見能力と問題解決能力を高め、論理的な思考力、コミ

ュニケーション能力、倫理観と表現力を身につけるために「演習」を重点的に配置

します。 

学修成果の評価は、シラバスに明示された教育方法、評価方法に基づき、 

論文・文献の理解度、レポート、論文発表内容及び討論内容、研究成果等により行います。 

 

薬薬科科学学専専攻攻（（博博士士後後期期課課程程））  

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

薬学研究科薬科学専攻（博士後期課程）では、高い倫理観と高度な専門的知識・技能を深化さ

せ、強い責任感と高い研究マインドを備えて社会貢献できる人材の育成、すなわち、生命科学・

創薬科学分野において、科学的・論理的な思考に基づき専門家として活躍できる研究者、技術

者および教育者の育成、臨床試験データを解析し、かつ臨床試験計画を企画立案・遂行・考察

できる研究者の育成、さらに戦略的かつ国際的に医薬品開発を企画立案・遂行・考察できる人

材の育成を目的とします。そのための教育研究上の目的は、（1）高い倫理観と薬学関連分野の

幅広い知識を修得させる教育の推進、（2）専門領域における最先端の知識・技能の修得を目指

した教育の推進、（3）豊富な演習・研究を通した柔軟で論理的な思考力と表現力を養成する教

育の展開、（4）国際的な視野を備えて活躍できる能力を養成する教育の展開とします。 

 

（２）学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

薬学研究科薬科学専攻（博士後期課程）では、高い倫理観と高度な専門的知識・技能を深化

させ、強い責任感と高い研究マインドを備えて社会貢献できる人材の育成、すなわち、生命

科学・創薬科学分野において、科学的・論理的な思考に基づき専門家として活躍できる人材

（研究者、技術者および教育者）の育成、臨床試験データを解析し、かつ臨床試験計画を企

画立案・遂行・考察できる人材（研究者）の育成、さらに戦略的かつ国際的に医薬品開発を

企画立案・遂行・考察できる人材の育成を目的としています。 

こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 
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〔薬科学〕 

（1）研究者としての強い責任感と高い倫理観をもって、研究を遂行する能力 

（2）生命科学・創薬科学分野における最先端の知識・技能 

（3）研究者として自立して研究を企画・遂行・考察する能力 

（4）柔軟で論理的な思考力に基づいて、課題を自ら発見し、独創的な発想をもって問題 

を解決する能力 

（5）生命科学・創薬科学分野において国際的な視野をもって活躍する能力 

（6）高度な先端的研究を担い教育指導する能力 

〔臨床統計学〕 

（1）研究者としての強い責任感と高い倫理観をもって、研究を遂行する能力 

（2）臨床統計学分野における最先端の知識・技能 

（3）研究者として自立して研究を企画・遂行・考察する能力 

（4）柔軟で論理的な思考力に基づいて、課題を自ら発見し、独創的な発想をもって問 

題を解決する能力 

（5）臨床統計学分野において国際的な視野をもって活躍する能力 

（6）高度な先端的研究を担い教育指導する能力 

〔医薬開発学〕 

（1）研究者としての強い責任感と高い倫理観をもって、研究を遂行する能力 

（2）医薬品の臨床開発領域における最先端の知識・技能 

（3）研究者として自立して研究を企画・遂行・考察する能力 

（4）柔軟で論理的な思考力に基づいて、課題を自ら発見し、独創的な発想をもって問 

題を解決する能力 

（5）医薬品の臨床開発領域において国際的な視野をもって活躍する能力 

（6）高度な先端的研究を担い教育指導する能力 

 

（３）教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

薬学研究科薬科学専攻（博士後期課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に

基づき教育課程を編成・実施しています。 

〔薬科学〕 

（1）「特別講義科目」では、生命科学・創薬科学分野における最先端で高度な知識・ 

技能を修得できるための科目を配置します。 

（2）「専門科目」では、自立した研究者として必要な最新の専門的知識を涵養するた 

めの科目を配置します。 

(3) 「特別演習」と「特別研究」では、レベルの高い豊富な演習や質の高い研究を通して、  

課題発見能力と問題解決能力を高め、強い責任感と高い倫理観を有し、国際的な視 

野をもって活躍できる研究者を育成するための教育を行います。 

〔臨床統計学〕 

（1）「特別講義科目」では、臨床統計学分野における最先端で高度な知識・技能を修 

得できるための科目を配置します。 

（2）「専門科目」では、自立した研究者として必要な最新の専門的知識を涵養するた 

めの科目を配置します。 

（3）「特別演習」と「特別研究」では、レベルの高い豊富な演習や質の高い研究を通 

して、課題発見能力と問題解決能力を高め、強い責任感と高い倫理観を有し、国際的 

な視野をもって活躍できる研究者を育成するための教育を行います。 

〔医薬開発学〕 

（1）「特別講義科目」では、医薬品の臨床開発領域における最先端で高度な知識・技 

能を修得できるための科目を配置します。 

（2）「専門科目」では、自立した研究者として必要な最新の専門的知識を涵養するた 

めの科目を配置します。 

（3）「特別演習」と「特別研究」では、レベルの高い豊富な演習や質の高い研究を通 

して、課題発見能力と問題解決能力を高め、強い責任感と高い倫理観を有し、国際的 

な視野をもって活躍できる研究者を育成するための教育を行います。 

学修成果の評価は、シラバスに明示された教育方法、評価方法に基づき、論文・文献 

の理解度、レポート、論文発表内容及び討論内容、研究成果等により行います。 
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４．各課程・コースの概要 

４４．．各各課課程程・・ココーーススのの概概要要  

  
（（１１）） 薬薬科科学学科科履履修修ココーーススのの概概要要（（修修士士課課程程及及びび博博士士後後期期課課程程））  
（（２２）） 臨臨床床統統計計学学履履修修ココーーススのの概概要要（（修修士士課課程程及及びび博博士士後後期期課課程程））  
（（３３）） 医医薬薬開開発発学学履履修修ココーーススのの概概要要（（修修士士課課程程及及びび博博士士後後期期課課程程））  
（（４４）） 薬薬学学履履修修ココーーススのの概概要要（（博博士士課課程程））  

  

（（１１））薬薬科科学学履履修修ココーーススのの概概要要（（修修士士課課程程及及びび博博士士後後期期課課程程））  

薬学研究科は開設以来一貫して掲げてきた「基礎研究重視の姿勢」のもと、これまでに 144 余

名の課程博士と 213 余名の論文博士を、また 1,745 余名の修士を社会に送り出し、修了生は研究

者、教育者、または薬系技術者など様々な領域において、その優れた研究能力を発揮し、社会に

大きく貢献している。薬学部での研究対象は、創薬科学並びに生命科学の領域において、その研

究内容を広げてきたが、薬学研究科で開設する専門領域も 50 年を超える歴史の中で時代とともに

変貌をとげ、現在ではそれぞれの専門分野で国際的にも高く評価される研究活動を展開している。 

本学では、2010（平成 22）年度より 4 年制学科（生命創薬科学科）を基礎とする大学院薬学研

究科薬科学専攻修士課程を開設し、薬科学、臨床統計学、医薬開発学の各履修コースを設置し、

2012（平成 24）年度からは各履修コースの博士後期課程を開設した。  

薬科学履修コースでは、多岐にわたる専門領域の内容を履修させるため、修士課程においては 6

つの専門領域ごとに特論科目と演習科目、特別実験科目を開講している。特論科目はそれぞれの

領域ごとに最新のトピックスをまじえた講義を開講しており、学生は専攻した専門領域の特論科

目（2 単位）の他に 4 科目（8 単位）の特論科目を履修することが義務づけられている。また、研

究発信のグローバル化に向けて実践的な英語教育を学ぶ「実践的英語プレゼンテーションとライ

ティング（2 単位）」を必須科目として開講している。演習科目（4 単位）と特別実験科目（16 単

位）の履修は、各人が所属する専門分野の研究室の中で履修する形をとっている。特別実験科目

は、それぞれ最先端の研究テーマに基づき 2 年間にわたって実験を行い、その成果を最終年度の 2

月に開かれる修士論文発表会で発表後、修士論文として提出することが課せられている。  

    博士後期課程では 16 の専門分野ごとに各研究室の中で特別講義（2 単位）、特別演習（3 単位）、

特別研究（5単位）の 3科目を開講している。学生はそれぞれが専攻する専門分野の研究室に 3 年

間所属し、博士論文作成に向けて実験研究に従事すると共に、独立した研究者としての能力・資

質を身につけ、最終年度の 12 月に開かれる博士論文発表会（公開）に臨むことになる。 

    現在、開講されている 16 の専門分野をテーマごとに分類すると次のとおりとなる。 
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４．各課程・コースの概要 

１．人体の病気と薬の関係を研究 

薬理学、分子薬理学、薬剤学、分析化学 

２．天然資源を利活用した創薬の研究 

生薬学、微生物薬品化学 

３．計算機を利用した創薬の研究 

生物分子設計学、創薬物理化学 

４．有機化学を応用して薬を作り出す研究 

生命薬化学、薬品製造化学、医薬品化学 

５．人体の生命現象の謎に迫る研究 

生化学、微生物学 

６．人の健康と環境に関する研究 

公衆衛生学、衛生化学 

 

（（２２））臨臨床床統統計計学学履履修修ココーーススのの概概要要（（修修士士課課程程及及びび博博士士後後期期課課程程））  

臨床統計学履修コースは、医療データの解析に必要な統計学的知識を修得し、適切なデータ解

析を行える人材を養成するとともに、直面する現行の統計学手法の問題点を考察し、新たな理論

の構築及び方法論の提案できる研究者の育成を目的とした教育課程である。 

近年のコンピュータ性能の飛躍的進歩に伴って、これまで理論的枠組みの中で検討されてきた

計算アルゴリズムや数値計算手法の実装・運用が現実的になってきた。統計学においても、これ

らのコンピュータ性能と計算アルゴリズムの発展の恩恵を受け、新たな統計学的手法として医療

や経済など様々な分野で応用されてきている。特に、遺伝子発現情報を利用した個別化医療のよ

うに、近年の医療の治療法はますます高度化・複合化の方向へ向かい、それに伴って大量のデー

タが蓄積されるようになり、高性能コンピュータと高速計算アルゴリズムに裏打ちされた統計学

を活用する機会が増えてきている。このような大量データ時代の到来において、遺伝子情報をは

じめ医療データを分析し、医学・薬学的意義に還元できる統計専門家やデータサイエンティスト

に対する時代の要請は近年益々増大し、人材の育成が急務となっている。 

臨床統計学履修コースでは、こうした社会的要請に応えて、既存の統計学的手法の適用だけで

なく、生物統計学、計算機統計学、ベイズ統計学において新たな手法を積極的に提案し、遺伝子

発現データや医療データへの応用や適用を目的とした研究を実施している。臨床統計学履修コー

スの独自のカリキュラムにより、大学院学生は講義を通して統計学の基礎と応用及び臨床試験に

ついての幅広い知識を修得することができる。このようなことから、臨床統計学履修コースを修

了した者は、臨床統計学の専門家として臨床試験の立案段階から積極的に関与し、臨床試験の質

の向上に大いに貢献するとともに、発展途上にある臨床統計学分野において高等教育機関の教育

者としても活躍することが期待されている。 
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４．各課程・コースの概要 

 

１１））臨臨床床統統計計学学履履修修ココーースス  ――  修修士士課課程程・・カカリリキキュュララムムのの概概要要  

    1 年次は前期、後期とも週数回講義を行い、週に数時間程度の自習問題が課される。2 年次も前

期、後期とも週数回の講義とディスカッション（トピックスを除く）がそれぞれ行われる。それ

以外の時間は、課題研究に費やす。 

 

1 年次前期 ・臨臨床床統統計計学学特特論論ⅠⅠ（4 単位）では臨床統計学の土台となる数理統計学（確率論＋

推論）を、臨臨床床統統計計学学特特論論ⅡⅡ（4 単位）では 1 年次後期で学ぶ一般化線形モデルの

理解を深めるために線形代数を学ぶ。 

 ・確率論、推論、線形代数は講義と演習を中心に行う。 

1 年次後期 ・臨臨床床統統計計学学特特論論ⅢⅢ（4単位）、臨臨床床統統計計学学演演習習ⅠⅠ（4 単位）では、一般線形モデル、

一般化線形モデル、一般化線形混合モデルを講義と演習問題を通じて学ぶ。これ

らの講義や演習は、ディスカッションを中心に考察し、学生の参加が重要視され

る。 

 ・実実践践的的英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンンととラライイテティィンンググ（2 単位）国際学会での学術発表

や国際誌への英語論文の投稿を促進するために実践的な英語教育を学ぶ。 

2 年次前期 ・臨臨床床統統計計学学実実習習（2 単位）と臨臨床床統統計計学学演演習習ⅡⅡ（4 単位）では、治療法の有効性評 

          価や危険因子のリスク評価など臨床統計学の実践的応用で必要とされる手法（マッ

チングや傾向スコア）を統計学的因果推論の立場から学び修得する。 

 ・臨臨床床統統計計学学総総合合実実習習（8 単位）は、2 年次前期から始まり主に 2 年次後期で修得す

る。 

2 年次後期 ・臨臨床床統統計計学学総総合合実実習習では与えられた研究テーマを通じて高度な知識を修得する。

中間発表を行い、内外の専門家からの専門的質問に答え、また、コミュニケーシ

ョン、プレゼンテーションなどの技術面の指導も受ける。これらをもとに、研究

発表を最終的に行う。 

 

２２））臨臨床床統統計計学学履履修修ココーースス  ――  博博士士後後期期課課程程・・カカリリキキュュララムムのの概概要要  

    博士後期課程は担当教授とディスカッションの上決定された研究テーマに基づき独自に研究を

進める。指導教官とのディスカッションの他は研究室以外の場所での研究課題の探索も可能とす

る。 

 

３３））臨臨床床統統計計学学組組織織  

    〔〔教教員員〕〕  

    教 授  成 川   衛（兼務） 

    講 師  道 前 洋 史 
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４．各課程・コースの概要 

（（３３））医医薬薬開開発発学学履履修修ココーーススのの概概要要（（修修士士課課程程及及びび博博士士後後期期課課程程））  

        医薬開発学履修コースは、医薬品開発に必要な包括的な知識を修得し、現行の医薬品開発の問

題点を的確に分析・評価し、それらを解決する科学的、戦略的かつ柔軟な医薬品開発企画を立案

できる人材を養成することを目的とした教育課程である。 

1990（平成 2）年初頭より日米欧による医薬品規制のハーモナイゼーションを目指した国際的な

枠組みが発足し、国際的な視野で臨床試験が実施され評価されるようになった。 

これらの動きにより、より良い薬剤がより早く全世界の患者のもとへ供給されることが期待さ

れた。しかしながら、2004（平成 16）年に米国食品医薬品局（FDA）は、2003（平成 15）年まで

の 10 年間に第Ⅱ相試験及び第Ⅲ相試験の医薬品開発費が急騰し、それに応じて新薬承認申請件数

が減少の一途を辿っている現在の医薬品開発に対する危惧を表明した。また、ヒトゲノムの解読

や再生医療などの生命科学技術の急速な進歩を遂げているにもかかわらず、新薬開発の試験デザ

イン、評価指標、及び統計学的評価方法は旧来のままであることを指摘した。本邦においても、

開発費用の高騰及び試験効率の悪さは海外の状況以上に深刻となっている。このような状況の下

で、科学情報に基づいた新たな戦略的医薬品開発を企画・立案するためには、最新の国内外の規

制当局などの動向や医学・薬学的な知識（ジェノミックス、プロテオミックス、バイオインフォ

ーマティックスなど）だけでなく、新たな試験デザインや評価指標の妥当性を検討し、適切にプ

ロトコルへ反映できる統計学的な知識、経営・組織・マーケティング戦略や開発プロジェクト管

理などの経営（工）学的な知識などの多岐にわたる知識が必要である。そして、これらの知識を

バランスよく有する人材を育成することが急務となっている。 

医薬開発学履修コースでは、このような社会の要請に応える人材の育成を目的に、包括的な医

薬品開発の考え方、臨床試験で用いられる基礎的な試験デザイン及び統計手法などを修得する。

さらに国内外の規制当局による特別講義、国内外の産・学の講師による薬剤疫学、医療経済学や

経営・管理論などの特別講義を実施する。演習及び実習では、規制当局から公表されている新薬

承認申請に関わる審査報告書や臨床試験データを規制当局及び企業の視点から再評価し、現行の

医薬品開発における問題点を明らかにし、独創的な開発計画を企画・立案する。以上の講義及び

演習・実習において重要ポイントや問題点に関する活発な議論を行い、問題を適切に抽出するた

めの洞察力及びそれを解決するための応用力を養成し、新たな医薬品開発を先導する人材を育成

する。  
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４．各課程・コースの概要 

１１））医医薬薬開開発発学学履履修修ココーースス  ――  修修士士課課程程・・カカリリキキュュララムムのの概概要要  

   1 年次は前期、後期とも週数回、午後を中心に講義を行い、週に数時間程度の自習問題が課される。

2 年次は前期、後期とも週数回のディスカッション（トピックスを除く）が行われる。それ以外の時

間は、課題研究に費やす。 

 

1 年次前期 ・医医薬薬開開発発学学特特論論ⅠⅠ（4単位）では医薬品開発の土台となる包括的な知識を修得 

する。  

・医医薬薬開開発発学学特特論論ⅡⅡ（4単位）では臨床試験で用いられる基本的な統計学の知識を 

修得する。 

1 年次後期 ・医医薬薬開開発発学学特特論論ⅢⅢ（4 単位）では最新の基礎科学から臨床への応用に関する知識

を広く修得し、医薬品開発に的確に応用できる能力を養う。医医薬薬開開発発学学演演習習ⅠⅠ（4

単位）では、論文検索を通して基本的な臨床試験及び規制当局に関する知識を深

める。これらの講義は、内外の専門家の理論を聴講するとともに、実際に起きて

いる問題についてディスカッションを中心に考察し、学生の参加が重要視される。 

       ・実実践践的的英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンンととラライイテティィンンググ（2単位）国際学会での学術発表や

国際誌への英語論文の投稿を促進するために実践的な英語教育を学ぶ。 

2 年次前期 ・医医薬薬開開発発学学演演習習ⅡⅡ（4単位）では、1 年次に修得した医薬開発学の基礎、応用知識

を駆使し、独創的な医薬品開発を可能とする応用力を養う。 

 ・医医薬薬開開発発学学実実習習（2 単位）開発企画書を作成し、その内容を理論的かつ簡潔に説

明する能力を養う。 

 ・医医薬薬開開発発学学総総合合実実習習（８単位）は、2 年次前期から始まり主に 2 年次後期で修得する。 

2 年次後期 ・医医薬薬開開発発学学総総合合実実習習では与えられた研究テーマを通じて高度な知識を修得する。

中間発表を行い、内外の専門家からの専門的質問に答え、また、コミュニケーシ

ョン、プレゼンテーションなどの技術面の指導も受ける。これらをもとに、研究

発表を最終的に行う。 

  

２２））医医薬薬開開発発学学履履修修ココーースス  ――  博博士士後後期期課課程程・・カカリリキキュュララムムのの概概要要  

   博士後期課程は担当教授とディスカッションの上、決定された研究テーマに基づき独自に研究を

進める。指導教官とのディスカッションの他は研究室以外の場所での研究課題の探索も可能とする。 

３３））医医薬薬開開発発学学組組織織  

  〔〔教教員員〕〕  

   教 授  成 川   衛 

   講 師  前 田 実 花 

   ※他、大学・研究機関、企業、規制当局等の外部講師も参加します。 
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４．各課程・コースの概要 

（（４４））薬薬学学履履修修ココーーススのの概概要要（（博博士士課課程程））  

学校教育法の改正により、2006（平成 18）年度入学生から薬学教育は 6 年制に移行し、現在、本

薬学部では薬学科（6 年制）と生命創薬科学科（4 年制）の 2 学科を併置した体制で教育を行って

いる。  

     「薬学系人材養成の在り方に関する検討会：第一次報告書」（2009(平成 21)年 3 月 23 日、文部

科学省）によれば、6 年制の学部を基礎とする大学院においては、医療の現場における臨床的な

課題を対象とする研究領域を中心とした高度な専門性や優れた研究能力を有する薬剤師等の養成

に重点をおいた臨床薬学・医療薬学に関する教育研究を行うことを主たる目的とすべきことが謳

われている。そこで本研究科においても、医療現場における広範囲な課題に対応するため、2012

（平成 24）年度より 6年制学科（薬学科）を基礎とする博士課程薬学専攻薬学履修コース（修業

年限 4 年）を設置した。薬学専攻（博士課程）では、高い倫理観を持ち医療薬学分野における最

新の専門的知識・技能・態度を備えた薬剤師で、医療現場から求められる問題の解決や医薬品の

適正使用を中心に、先端的で高度な研究を企画・遂行できる研究者、さらに高度な先端医療を担

い教育指導できる人材の育成を目的としている。 

本博士課程では 10 の専門分野ごとに、各研究室が特別講義（2 単位）、特別演習（5 単位）、特

別研究（15 単位）の 3 科目を開講している。学生は、専攻した専門分野の研究室に 4年間所属し、

博士論文作成に向けて研究に従事するとともに、独立した研究者としての能力・資質を身につけ、

最終年度の 12 月に開かれる博士論文発表会（公開）に臨むこととなる。 

     現在、薬学履修コースは、10 の専門分野があり、各研究室は、３つのキャンパスに設置されて

いる。 

 

1．相模原キャンパス 

薬物治療学Ⅰ、医療安全管理学、薬物動態学 

 

2．白金キャンパス 

薬物治療学Ⅲ、地域医療薬学、臨床薬学教育、生体制御学、中毒学、医療心理学 

 

3．北本キャンパス 

薬物治療学Ⅳ 
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５５．．薬薬学学研研究究科科各各専専門門分分野野のの研研究究内内容容  

 ◎は指導教授・准教授を示す。 

〔薬科学履修コース〕 

専門分野 指導教員 研 究 内 容 

薬 

科 

学 

履 

修 

コ 
ー 

ス 

生 命 薬 化 学 ◎藤 井 秀 明 

平 山 重 人 

唐 木 文 霞 

水 口 貴 章 

１．オピオイド系薬物・グレリン系薬物の設計と合成 

２．薬物受容体と薬物の相互作用の研究 

３．鎮痛薬、薬物依存症治療薬、抗うつ・抗不安薬治療

薬の研究開発 

分 析 化 学 ◎杉 木 俊 彦 

宮 本 哲 也 

関 根 正 恵 

齋 藤 康 昭 

１．革新的医薬品（ナノ医薬品等）の物性と動態に関す

る研究 

２．医薬品等の分析法に関する研究 

３．モデル生物（線虫・シロイヌナズナ）を用いた遊離 

  D型アミノ酸の生理機能に関する解析研究 

４．細菌及び哺乳類の立体特異的アミノ酸代謝関連酵素

に関する解析研究 

薬品製造化学 ◎長 光   亨 

有 馬 志 保 

李   大 葵 

平 井 潤 也 

１．有用な生物活性を有する天然有機化合物の全合成研究 

２．創薬を指向した天然有機化合物の構造活性相関研究 

３．天然有機化合物の合成に応用可能な新規反応の開発 

４．未知な作用機作を有する天然有機化合物のプローブ

分子の作製 

医 薬 品 化 学 ◎牧 野 一 石 

山 本 大 介 

腰 塚 正 佳 

道 姓 健 人 

１．有機触媒及び有機金属触媒による不斉合成法の開発 

２．糖鎖及び配糖体の合成に関する基盤技術の開発 

３．ペプチド合成に関する基盤技術の開発 

４．生物活性有機分子の化学的合成 

生物分子設計学 ◎志 鷹 真由子 

清 田 泰 臣 

若 杉 昌 輝 

小 林 慎 平 

コンピュータを用いた創薬情報科学研究 

１．タンパク質の分子認識（タンパク質－タンパク質、 

タンパク質－薬物などの相互作用）、機能に関する

計算科学的手法の開発・応用  

２．タンパク質立体構造予測法（タンパク質複合体構

造、タンパク質水和構造など）の開発・応用 

３．化学構造情報を用いた機械学習による創薬効率化に

向けた研究 

生 薬 学 ◎小 林 義 典 

◎古 平 栄 一 

◎白 畑 辰 弥 

 黄   雪 丹 

 石 川   寛 

 小 西 成 樹 

  

伝統的薬用・食用植物及びその含有成分に関する評価解

析研究 

１．メタボローム解析による品質評価 

２．有用植物の保存、栽培、収穫、加工（修治）。 

３．活性評価（in vivo、in vitro） 

４．活性成分の単離・同定と構造研究 

５．作用メカニズム解析 

６．創薬を目標とした天然化合物の化学修飾・全合成 
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専門分野 指導教員 研 究 内 容 

薬 

科 

学 

履 

修 

コ 

ー 

ス 

衛 生 化 学 ◎今 井 浩 孝 

 熊 谷   剛 

 幸 村 知 子 

 松 岡 正 城 

 安 田   柊 

酸化ストレスによる疾患のメカニズム、予防法、治療法

の解析 

１．酸化脂質が起因となる疾患モデルマウスの病態解析 

２．脂質酸化による新規細胞死の実行経路の解明 

３．脂質酸化に応答する細胞生存シグナル経路の同定 

４．腸内細菌叢変化による心不全抑制機構の解析 

５．リポキシトーシス誘導剤による抗ガン作用の解析  

公 衆 衛 生 学 ◎清 野 正 子 

◎佐々木 由 香 

 中 村 亮 介 

 大 城 有 香 

  

メチル水銀をはじめとする有害物質の生体防御機構の解

明及び環境浄化 

１．オートファジーによるメチル水銀毒性防御機構の解

明 

２．無機水銀、有機水銀に対する細胞応答機構の解析 

３．低濃度メチル水銀の解毒剤の探索 

４．水銀耐性菌におけるメチル水銀等の有害物質の輸送

機構の解析及び輸送体を用いた環境浄化技術の開発 

 

生 化 学 ◎奥 脇   暢 

 柴 垣 芳 夫 

 飯 田 直 幸 

 齋 藤 祥 子 

細胞のがん化とがんの悪性化の分子機構の解明及び抗ウ

イルス薬開発 

１．核小体機能と細胞のがん化 

２．ERK及びp38MAPキナーゼ基質の網羅的同定 

３．染色体転座による細胞のがん化機構 

４．抗インフルエンザ薬の開発 

薬 理 学 ◎田 辺 光 男 

 岩 井 孝 志 

 尾 山 実 砂 

渡 辺   俊 

 内 藤 康 仁 

  片 根 真 澄 

 坂 本   光 

 長 井 賢一郎 

慢性疼痛、痒み、慢性ストレス、うつなどの中枢神経系

疾患の病態解明と新規治療薬開発や育薬を目指した基礎

研究 
１．病態モデル動物を用いた行動薬理学的解析 
２．脳・脊髄スライス標本を用いた電気生理学的解析 
３．免疫組織学的手法を用いた病態・薬理学理学的解析 
 

分 子 薬 理 学 ◎中 原   努 

◎柏 原 俊 英 

 森 田   茜 

 出 口 粧央里 

 尾 髙 椋 介 

眼疾患の病態解明と新規薬物治療法開発のための基礎研

究 
１．網膜における神経—グリア—血管連関の成立・維持機

構の解明 
２．網膜症の発症・進行機序の解明と治療薬の探索 
３．緑内障の発症・進行機序の解明と治療薬の探索 
４．網膜色素変性症の発症・進行機序の解明と治療薬の

探索 
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専門分野 指導教員 研 究 内 容 

薬 

科 

学 

履 

修 

コ 

ー 

ス 

微 生 物 学 ◎金   倫 基 

羽 田   健 

 伊 藤 雅 洋 

井 上 幸 吉 

ｽﾘﾗｯﾄ・ﾀﾅｺｰﾝ  

１． 腸内細菌が感染性・炎症性・代謝性疾患に与える

影響の解明 

２． 食事成分が腸内細菌叢および疾患病態に与える影

響の解明 

３． 病原細菌の感染機構とその宿主応答に関する研究 

４． 女性生殖器乳酸桿菌が宿主の恒常性に与える影響

の解明  

微生物薬品化学  ◎大 城 太 一 

大 手   聡 

小 林 啓 介 

ｴﾘｻﾞ・ｱｲﾏﾝ・ 
ｱｼｻﾞ・ﾇﾙ 

１．微生物資源からの生活習慣病 (脂質異常症や脂肪

肝など)、がん及び感染症（非結核性抗酸菌症や結

核など）に有効な新規生物活性物質の探索 

２．微生物由来生物活性物質の作用機序解析  

３．微生物由来生物活性物質の生合成に関する解析 

４．微生物由来生物活性物質の in vivo レベルでの有

効性の証明 

薬 剤 学 ◎前 田 和 哉 

奈良輪 知 也 

高 野 修 平 

苫米地 隆 人 

１．薬物動態の定量的予測に資する新規in vitro 実験

系・解析法の構築 

２．数理モデル解析を活用した薬物の体内動態の定量

的予測 

３．輸送担体の遺伝子変異が輸送機能の変動に与える

影響の解明  

４．輸送担体を介した薬物吸収における薬物間／薬物-

食品間相互作用の解明 

５．薬物の細胞内動態を制御する宿主側因子の解明 

創薬物理化学 ◎田 中 信 忠 

◎山 乙 教 之 

小 澤 新一郎 

中 込   泉 

吉 田 智 喜 

コンピュータによる合理的医薬分子設計 

（structure-based/ligand-based drug design） 

１．タンパク質の立体構造解析 

２．生体高分子と薬物との相互作用に関する計算化学

研究（分子軌道法／分子動力学法計算、リガンド

ドッキングスタディ、結合自由エネルギー計算） 

３．イン・シリコスクリーニング 

４．パターン認識や多変量解析による薬物の三次元定

量的構造活性相関解析 

５．分子動力学シミュレーションによる標的蛋白質の

溶液構造解析 
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薬 

科 

学 

履 

修 

コ 

ー 

ス 

漢 方 薬 理 学 ◎日 向 須美子 

伊 藤 直 樹 

遠 藤 真 理 

漢方薬や生薬の薬効解析とその分子メカニズムの解明 

１．漢方薬による化学療法剤誘発末梢神経障害性疼痛

の緩和作用とその分子メカニズムの解明 

２．漢方薬による炎症性疼痛に対する鎮痛作用とその

作用機構の解明 

３．エフェドリンアルカロイド除去麻黄エキス (EFE)

による分子標的治療薬耐性からの回復とその分子

メカニズムの解明 

４．麻黄やEFEの増殖因子受容体のリン酸化阻害作用及

びダウンレギュレーション作用の分子メカニズム

の解明 

５．脳内炎症に着目した香蘇散の抗うつ様作用メカニ

ズムの解明 

６．ノビレチン高含有陳皮配合香蘇散のうつ発症予防

に対する有効性評価 

７．消化管運動に対する漢方薬の作用の解析 
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〔薬学履修コース〕 

専門分野 指導教員 研 究 内 容 

薬 

学 

履 

修 

コ 

ー 

ス 

薬物治療学Ⅰ (北里大学病院) 

◎尾 鳥 勝 也 

◎岩 澤 真紀子 

 毛 利 順 一 

 前 田 実 花※ 

 春日井 公美 

川 野 千 尋 

※兼務 

医薬品の適正使用に関する研究 

１．がん患者における抗悪性腫瘍剤の適正使用に関する研究 

２．がん療法における支持療法に関する研究 

３．緩和医療における薬物療法の適正使用に関する研究 

４．精神科領域における臨床研究 

６．感染症における抗菌薬の適正使用に関する研究 

７．経管投与患者における医薬品の最適な投与法に

関する研究 

８．医薬品使用評価（MUE）による薬物療法の適正化に

関する研究 

９．医薬品情報データベースを活用した薬剤疫学研究  

１０．医薬品開発に用いられる情報に関する研究 

医療安全管理学 (医療安全管理学) 

◎平 山 武 司※ 

◎菅 原 充 広※ 

※兼務 

医療における安全管理及び医薬品の適正使用に関する

研究 

１．医療事故における要因分析及び安全対策に関する

研究 

２．薬物治療における有害事象の発生要因及び予防に

関する研究 

薬物治療学Ⅲ (北里大学 

北里研究所病院) 

◎平 山 武 司 

 井 上   岳 

 藤 尾 千 裕 

 井 口 智 恵 

  

 

薬物治療に関する薬学的評価 

１．糖尿病療養指導の実践とその有用性に関する研究 

２．糖尿病治療薬の適正使用に関する研究 

３．周術期医薬品の適正使用に関する研究 

４．炎症性腸疾患に関する研究 

５．輸液・栄養管理に関する研究 

６．緩和医療における薬物療法の適正化に関する研究 

薬物治療学Ⅳ (北里大学 

メディカルセンター) 

◎菅 原 充 広 

 青 木 学 一 

 塩 見 めぐみ 

 安 藤   航 

１．病院薬剤師のファーマシューティカルケアに関す

る研究 

 1）ＨＤ（hazardous drugs）曝露に配慮した取り扱

いと経管投与に関する研究 

2）糖尿病治療薬の適正使用に関する研究 

3）COVID-19 に関する研究 

4) 消化器疾患治療薬の適正使用に関する研究 

２．バイオマーカーや生体反応を指標とした病態およ

び薬物治療の評価に関する研究 
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地域医療薬学 ◎根 岸 健 一 

◎川 上 美 好 

１．薬物療法の安全性・有効性・経済性に関する研究 

２．薬局薬剤師の医療への貢献に関する研究 

３．地域包括ケアシステムにおける薬局の役割に関す

る研究 

４．地域住民の健康支援における薬局薬剤師の役割に

関する研究 

 

専門分野 指導教員 研 究 内 容 

薬 

学 

履 

修 

コ 
ー 
ス 

臨床薬学教育 ◎久保田 理 恵 

向 井 潤 一 

山 田 路 子 

薬学教育に関する研究 

１．教育手法の評価に関する研究 

２．学習成果の評価に関する研究 

薬物治療の適正化に関する研究 

１．医薬品の適正使用に関する研究 

２．医薬品の副作用評価に関する研究 

３．医療経済に関する研究 

 

生 体 制 御 学 ◎鈴 木 雄 介 各種疾患モデルおよび患者検体を用いた病態解明及び

薬物評価に関する研究を行う。 

１．肺がんにおけるがん免疫 

２．ヒト初代上皮細胞や肺組織を用いた非結核性 

抗酸菌症・気管支拡張症の病態解明  

３．呼吸器アレルギー疾患における免疫 

 

薬 物 動 態 学 ◎小 林 昌 宏 

 鈴 木 絢 子 

薬物動態学および薬力学に基づいた薬物投与設計に関

連する研究を行う。 

１．薬物動態処方支援システムの開発に関する研究 

２．薬物動態解析ソフトウエアの開発に関する研究 

３. 薬物動態学のレギュラトリーサイエンス 

４. 母集団薬物動態解析と投与設計に関する研究 

中 毒 学 ◎尾 鳥 勝 也※ 

 

      ※兼務 

中毒・救急医療における診断・治療の科学的根拠とな

る基礎的研究 

１．アセトアミノフェン中毒の新規バイオマーカーに

関する研究 

２．タバコによるニコチン中毒の毒性評価に関する研究 

３．新規乱用薬物中毒の毒性評価に関する研究 

４．金属及び元素物質による中毒の分析学的研究 

５．活性炭吸着療法の新規選択基準の検討 
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医 療 心 理 学 ◎有 田 悦 子 

◎竹 平 理恵子 

適切な医療者－患者関係構築のために患者心理の理解

を目的とする研究を実践している。 

１．医療者－患者間のコミュニケーションに関する研究 

２．患者心理と治療態度・効果に関する研究 

３．治療選択時（治験参加時）の意志決定に関する研究 

４．医療人教育に関する研究 

 

※中毒学は2025年度開講せず。 

 

 

 

 

 

〔臨床統計学履修コース〕 

専門分野 指導教員 研 究 内 容 

臨
床
統
計
学
履
修
コ
ー
ス 

臨 床 統 計 学 ◎成 川    衛※ 

道 前 洋 史 

 

※兼務 

１. 競合リスクを伴う左側切断・右側打ち切りデータ

の統計モデルに関する研究 

２．正則化統計モデルに関する研究 

３．一般化加法モデルに関する研究 

４．外部対照データを用いるハイブリッドコントロー

ルデザインに関する研究 

５． 栄養疫学に関する統計手法の研究 

 

 

〔医薬開発学履修コース〕 

専門分野 指導教員 研 究 内 容 

医 

薬 

開 

発 

学 
履 
修 

コ 

ー 

ス 

医 薬 開 発 学 ◎成 川   衛 

前 田 実 花 

１．新薬の開発戦略設計時の留意事項 

２．市販後安全対策の立案と実施 

３．初期臨床開発の効率化 

４．抗悪性腫瘍薬の開発戦略 

５．薬効評価に与える民族的要因の影響評価 

６．リアルワールドデータの新薬開発への応用 

７．薬事関連行政施策の評価及びその効果的な利用 
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Ⅱ．履 修 関 係 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

Ⅱ.  

履
修
関
係　
　
　
　





１１．．履履修修及及びび論論文文審審査査等等ににつついいてて  
 

（１）履修登録手続き 

履修登録は在学中に履修する科目を登録する極めて重要な手続きであるため、「大学院学修要項

（シラバス）」を熟読し、当該年度の開講科目を確認したうえで履修計画を立て、所定期間内に登

録手続きを必ず行うこと。  
  

  ①Web 履修登録 

    履修登録は Web 上で、４月の定められた期間に通年・前期・後期科目全ての登録を行う。大学ホ

ームページから、訪問者別メニュー「在学生の方」をクリックし、「Web 教学システム」より登録

を行う。Web 教学システムの操作方法については、掲示等を参照すること。 

  

  ②Web 履修登録期間 

4 月 7 日（火）9：00～4 月 10 日（金）24：00 

Web 教学システム稼働時間は、9:00～24:00 の間である。期間中であれば何度でも変更可能であ

る。履修登録期間の終わりにかけてはアクセス集中により、繋がりにくい場合があるため、早めに

履修登録を行うこと。 

 

  ③履修変更期間 

選択科目の履修変更を行う場合は、白金キャンパス大学事務室教務課窓口に履修変更届を提出

し、当該科目の放棄・変更、または追加を行うことができる。 

    前期履修変更期間：4 月 16 日（木）～4 月 17 日（金）（通年･前期･後期科目） 

    後期履修変更期間：9 月 14 日（月）～9 月 15 日（火）（通年･後期科目） 

 
  ④履修登録時の注意点  
   ・同一時限に 2科目重複して履修することはできない。 

   ・同一名称の科目は、教員が異なっていても履修することはできない。 

   ・年間の履修登録単位数は、50 単位未満とする。 

   ・履修登録していない授業科目以外の受講、試験受験は「無効」である。 
   ・履修登録をしても、出席不良や試験を受験しなかった場合は「不合格」となることがある。 
 
（２）成績評価について 

評価は優、良、可、不可の４種をもって表し、優・良・可を合格、不可は不合格とする。 

 

（３）研究計画書の提出について 

初年度に、研究計画書（①研究テーマ・内容、②講義科目履修計画、③論文提出時期、④学会発

表計画、⑤論文投稿計画）について、指導教員へ確認の上作成すること。 

なお、計画書の見直しが必要な場合は指導教員へ相談し、計画書を修正すること。 
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（４）修了要件について 

  【修士課程】 

薬学研究科修士課程において履修すべき 32 単位以上は、次の組み合わせにより履修すべきものとする。 

薬科学履修コース 

イ 専攻した専門分野の主科目講義（指導教授が担当する特論講義）１科目２単位 

ロ その他の主科目講義から 4 科目 8 単位以上 

ハ 主科目演習は 1 科目 4 単位 

ニ 主科目特別実験は 16 単位 

ホ 専攻共通科目から 2 単位 

臨床統計学履修コース 

イ 主科目講義は臨床統計学特論Ⅰ、臨床統計学特論Ⅱ、臨床統計学特論Ⅲの 3 科目 12 単位 

ロ 主科目演習は臨床統計学演習Ⅰ、臨床統計学演習Ⅱの 2 科目 8単位 

ハ 主科目実習は臨床統計学実習、臨床統計学総合実習の 2 科目 10 単位 

ニ 専攻共通科目から 2 単位 

医薬開発学履修コース 

イ 主科目講義は医薬開発学特論Ⅰ、医薬開発学特論Ⅱ、医薬開発学特論Ⅲの 3 科目 12 単位 

ロ 主科目演習は医薬開発学演習Ⅰ、医薬開発学演習Ⅱの 2 科目 8単位 

ハ 主科目実習は医薬開発学実習、医薬開発学総合実習の 2 科目 10 単位 

ニ 専攻共通科目から 2 単位 

なお、薬科学履修コースは、その他指導教授が研究上特に必要と認めた場合には、前項にかかわら

ず他の研究科又は基礎学部の課程による授業科目及び他の大学院の課程による授業科目を 8 単位以

内選択履修させることができる。ただし、神奈川県内大学院の学術交流協定に関わる科目又は本学他

研究科の授業科目は、1科目 2 単位のみ修了要件単位（その他の主科目講義）に含める。また、臨床

統計学履修コース及び医薬開発学履修コースは、自由科目として取扱うこととし、修了要件単位に含

めない。 

 

  【博士後期課程】 

薬学研究科博士後期課程薬科学専攻薬科学履修コース、臨床統計学履修コース、医薬開発学履修

コースにおいて履修すべき 10 単位以上は、次の組み合わせにより履修するものとする。 

(1)専攻した専門分野の主科目特別講義 1 科目 2 単位以上  

(2)専攻した専門分野の主科目特別演習 1 科目 3 単位 

(3)専攻した専門分野の主科目特別研究 1 科目 5 単位 

 なお、他の研究科又は基礎学部の課程による授業科目及び他の大学院の課程による授業科目は、

自由科目として取扱うこととし、修了要件単位に含めない。 

 ※下線は 2022 年度以降入学生へ適用。 

 

【博士課程】 

薬学研究科博士課程薬学専攻薬学履修コースにおいて履修すべき 30 単位以上は、次の組み合わ

せにより履修するものとする。  
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(1)専攻した専門分野の主科目特別講義（指導教授が担当する特別講義）1 科目 2単位  

(2)その他の主科目特別講義から 4科目 8 単位以上  

(3)専攻した専門分野の主科目特別演習 1 科目 5 単位  

(4)専攻した専門分野の主科目特別研究 1 科目 15 単位 

 なお、その他指導教授が研究上特に必要と認めた場合には、前項にかかわらず他の研究科又は基礎

学部の課程による授業科目及び他の大学院の課程による授業科目を8単位以内選択履修させること

ができる。ただし、神奈川県内大学院の学術交流協定に関わる科目又は本学他研究科の授業科目は、

1 科目 2 単位のみ修了要件単位（その他の主科目講義）に含める。 

 

（５）論文審査について  

【修士課程】 

    修士課程 2 年間の研究を修士論文にまとめ、2 月下旬に実施される修士論文発表会で口頭発表

し、論文審査員（主査 1 名、副査 2 名）による論文の審査及び最終試験に合格しなければならな

い。  

【博士後期課程・博士課程】 

  博士後期課程 3 年間、博士課程は 4 年間の研究を博士論文にまとめ、11 月下旬～12 月上旬に実

施される予備審査会で口頭発表し、論文審査員（主査 1名、副査 3名）による論文の審査及び最終

試験に合格しなければならない。 

 

（６）早期修了要件について 

   【博士後期課程】2 年次 

   在学期間の定めとは別に、次の申請条件を満たしていれば博士課程 2 年次在籍の学生が学位

を申請できる制度を 1995（平成 7）年度から発足させた。これは優れた研究業績を挙げた者につ

いては、学則に基づき博士後期課程の在学期間を短縮できる道を開いたものである。 

   ・申請条件 ① ファーストオーサーである論文（欧文）3 報以上 

② ファーストオーサーである論文 3 報のインパクトファクターの合計が 10 以上 

   ・審査方法 ① 12 月末日までに上記申請条件を満たせば 1 月に申請できる。 

② 申請があった場合は 1月中旬までに公開の論文発表会を実施する。 

③ 公開論文発表会は発表時間 30 分、質疑応答 60 分以上行う。 

④ ③終了後は通常の博士課程審査方法と同じ方法により審査する。 

 

【博士課程】3 年次 

   在学期間の定めとは別に、次の申請条件を満たしていれば博士課程 3 年次在籍の学生が学位

を申請できる制度を 1995（平成 7）年度から発足させた。これは優れた研究業績を挙げた者につ

いては、学則に基づき博士課程の在学期間を短縮できる道を開いたものである。 

   ・申請条件  ①ファーストオーサーである論文（欧文）1 報以上 

・審査方法  ① 10 月末日までに上記申請条件を満たせば 1 月に申請できる。 

          ② 申請があった場合は 1月中旬までに公開の論文発表会を実施する。 

          ③ 公開論文発表会は発表時間 30 分、質疑応答 60 分以上行う。 
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          ④ ③終了後は通常の博士課程審査方法と同じ方法により審査する。 

 

（７）研究倫理に関する教育について 

本学研究科では、学生の研究者倫理に関する規範意識を徹底していくため、学生に対する研究倫

理教育の実施をしている。全ての大学院生は、「一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）」が提供

する「研究者行動規範教育 e-learning プログラム」を在学中に受講しなければならない。 

なお、修士課程は課程修了要件、博士課程は学位論文提出要件〔北里大学大学院薬学研究科課

程博士の学位に関する取扱内規第 3 条（学位授与の申請）に基づく〕の 1 つとなっているの

で、必ず在学中にプログラムを受講し、受講証明書を提出すること。 
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２．単位互換制度について（大学院薬学研究科） 

１．本学他研究科の授業科目履修制度 

本学では、他研究科他専攻の授業科目を履修できる制度を実施しています。 

 この制度は、教育カリキュラムの相互利用により生命科学系総合大学である本学の特徴

を発揮し、研究科間の交流、協力を通じて教育課程の充実を図るとともに、学生の幅広い

視野の育成と学習意欲の向上を図ることを目的とするものです。 

〔履修できる学生〕 

修士課程 次の研究科・学府の１～２年生 

薬学研究科、 獣医学系研究科、 海洋生命科学研究科、看護学研究科、 

理学研究科、 医療系研究科、 感染制御科学府、未来工学研究科 

博士課程 獣医学研究科 獣医学専攻 １～４年生 

獣医学研究科 動物資源科学専攻 １～３年生 

医療系研究科 医学専攻 １～４年生 

〔履修できる科目数・単位数の上限〕 

履修できる科目数・単位数の制限はありません。 

（医療系研究科では一部制限があります） 

〔各研究科・学府が開講する授業科目〕 

※授業科目及び時間割等は大学ホームページ、シラバス等で確認してください。

〔出願期間〕 

１．履修を希望する学生は、出願書を次の期日に所属研究科等事務室に提出してくだ

さい。 

１年生は後期科目から出願できます。 

前期・通年科目  ２０２６年４月１日(水)～１０日(金) 

後期科目     ２０２６年９月１日(火)～１０日(木) 

２．受講の決定は、次の時期を予定しています。 

前期・通年科目  ２０２６年４月中旬 

後期科目     ２０２６年９月中旬 

開講科目数 開講キャンパス 

 薬学研究科 ８科目 白金キャンパス 

 獣医学系研究科 １１科目 十和田キャンパス 

 海洋生命科学研究科 ６科目 相模原キャンパス 

 看護学研究科 ７科目 相模原キャンパス 

 理学研究科 １３科目 相模原キャンパス 

 医療系研究科 １４科目 相模原キャンパス 

 感染制御科学府 ７科目 白金キャンパス 

 未来工学研究科 ８科目 相模原キャンパス 
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※出願書は大学ホームページからダウンロードしてください。

〔授業・試験〕 

授業や試験は、開講する研究科の教務暦や基準に定めるところにより実施し、評価さ

れます。当該研究科等のシラバス等で確認してください。 

〔成績評価・履修科目・単位の扱い〕 

・科目を開講する研究科・学府の成績が所属研究科・学府での成績評価となります。

・履修した科目は、自由科目単位として扱い、修得した単位は修了要件単位には含め

ません。

・薬学研究科では、１科目２単位のみ修了要件単位(選択科目単位)に含めます。

・看護学研究科では、医療系研究科医療人間科学の開講科目については選択科目

として扱い修了要件単位に含めます。

・単位認定については、大学院学則第２２条により、他の大学院の授業科目と本

大学院の他研究科他専攻の授業科目を併せて１５単位を超えない範囲とし、入学

前の既修得単位を含めた場合は２０単位を超えないものとします。

２．他大学大学院との単位互換制度 

〈神奈川県内大学院の学術交流協定〉による特別聴講学生・特別研究学生の受け入れ・派遣 

2001(平成13)年1月、本学を含め神奈川県内の16大学間で、大学院における教育研究 

活動のより一層の充実を図ることを目的に学術交流協定が締結されました。 

交流内容は次の３つです。 

①特別聴講学生として、他大学大学院の授業科目が履修できること。

②特別研究学生として、他大学大学院の教員に研究指導が受けられること。

③他大学大学院の共同研究等に参加できること。

〔参加大学：３１大学〕 

青山学院大学、麻布大学、神奈川大学、神奈川工科大学、神奈川歯科大学、鎌倉女子大

学、関東学院大学、北里大学、相模女子大学、松蔭大学、湘南工科大学、昭和医科大学、

情報セキュリティ大学院大学、女子美術大学、聖マリアンナ医科大学、専修大学、総合

研究大学院大学、鶴見大学、田園調布学園大学、桐蔭横浜大学、東海大学、東京科学大

学、東京工芸大学、東京都市大学、日本大学、フェリス女学院大学、文教大学、明治大

学、横浜国立大学、横浜市立大学、横浜創英大学 

（１）特別聴講学生

〔他大学の授業科目を履修できる学生〕

修士課程 次の研究科・学府の１～２年生 

薬学研究科、 獣医学系研究科、 海洋生命科学研究科、看護学研究科、 

理学研究科、 医療系研究科、 感染制御科学府、未来工学研究科 

博士課程 獣医学研究科 獣医学専攻 １～４年生 
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獣医学研究科 動物資源科学専攻 １～３年生 

海洋生命科学研究科 海洋生命科学専攻 １～３年生 

医療系研究科 医学専攻 １～４年生 

〔履修できる科目数・単位数の上限〕 

履修できる科目数・単位数の制限はありません。 

〔開講される科目〕 

他大学大学院で開講される授業科目の内容や時間割等は、本学ホームページ及び

各大学大学院ホームページで確認してください。 

〔授業料〕 

授業料及び科目履修手続き費用は無料です。 

実験・実習・実技等でかかる教材費等については実費を徴収する場合があります。 

〔出願日程〕 

希望者は、出願書類を次の期日までに所属研究科等事務室に提出してください。 

前期・通年科目  ２０２６年４月１日(水)～１０日(金) 

後期科目     ２０２６年９月１日(火)～１０日(木) 

〔授業・試験〕 

授業や試験は、開講する大学院が定めるところにより実施し、評価されます。 

当該大学院のシラバス等で確認してください。 

〔成績評価・履修科目・単位の扱い〕 

・履修した他大学大学院の成績が所属研究科・学府での成績評価となります。

・他大学大学院で履修した科目は、自由科目単位として扱い、修得した単位は修

了要件単位に含めません。

・薬学研究科では、１科目２単位のみ修了要件単位(選択科目単位)に含めます。

・単位認定については、大学院学則第２２条により、他の大学院の授業科目と本

大学院の他研究科他専攻の授業科目を併せて１５単位を超えない範囲とし、入

学前の既修得単位を含めた場合は２０単位を超えないものとします。

（２）特別研究学生

交流内容②、③に関しては、研究指導教授が大学院学生の教育研究上必要である

と認めたときに他大学と協議して手続きを進めますので、希望する学生は研究指導

教授に相談ください。 
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３．学際生命科学東京コンソーシアムの授業科目履修制度 

2009（平成21）年度より、北里大学は、東京医科歯科大学（現 東京科学大学）、お茶の水

女子大学、学習院大学と連携し「学際生命科学東京コンソーシアム（Tokyo Interdisciplina

ry Life Science Consortium）」を設立しました（http://gks.tmd.ac.jp）。それぞれの大

学の得意分野を互いに補完しあい、首都圏の様々な研究機関や企業・自治体とも連携してネ

ットワークを確立し、新しい大学院教育と研究体制を構築しようというものです。特に大学

院教育では、薬学、臨床医学、物理化学から人文科学まで幅広い分野の授業科目を開設し、

生命科学を専門としつつ、広い視野と柔軟な思考力を有する人材の養成を目指しています。 

北里大学大学院の院生諸君は、本コンソーシアムが開設する授業科目を履修し、大学院の

修了要件とすることができます（各自の専攻科目２単位は、本学の開講科目を履修する必要

がありますが、それ以外は自由に選択できます）。本学では開設されていない様々な内容の

科目が多数開講されていますので、幅広い知識を吸収し豊かな見識を養うために、積極的に

受講することをお薦めします。 

本コンソーシアムで開講される共通科目のシラバスは、別冊子としてまとめられています

（「学際生命科学東京コンソーシアム 共通シラバス」）。その中には、代表的な職種に分

けて履修モデルがまとめられています。また、現在、それらの分野で活躍中の卒業生から寄

せられたアドバイスや企業・官公庁の方々からの「大学院で身につけておくべき知識や技術」

に関する貴重なアドバイスも掲載されています。自らのキャリア形成のために、この共通シ

ラバスから適切な履修科目を選択されることを期待します。

履修手続きに関しては、この共通シラバスを参照するとともに、白金キャンパス大学事務

室教務課に相談してください。 
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日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土 日日 月 火 水 木 金 土土

1 2 3 44 1 22 1 2 3 4 5 66 1 2 3 44

55 6 7 8 9 10 1111 33 44 55 6 7 8 99 　　 77 8 9 10 11 12 1133 　　 55 6 7 8 9 10 1111

44 1122 13 14 15 16 17 1188 55 1100 11 12 13 14 15 1166 66 1144 15 16 17 18 19 2200 77 1122 13 14 15 16 17 1188

月月 1199 20 21 22 23 24 2255 月月 1177 18 19 20 21 22 2233 月月 2211 22 23 24 25 26 2277 月月 1199 2200 21 22 23 24 2255

2266 27 28 2299 30 2244 25 26 27 28 29 3300 2288 29 30 　　 2266 27 28 29 30 31

3311

11 1 2 3 4 55 1 2 33 11 2 33 4 5 6 77

　　 22 3 4 5 6 7 88 　　 66 7 8 9 10 11 1122 　　 44 5 6 7 8 9 1100 88 99 10 11 12 13 1144

88 99 10 1111 12 13 14 1155 99 1133 14 15 16 17 18 1199 1100 1111 1122 13 14 15 16 1177 1111 1155 16 17 18 19 20 2211

月月 1166 17 18 19 20 21 2222 月月 2200 2211 2222 2233 24 25 2266 月月 1188 19 20 21 22 23 2244 月月 2222 2233 24 25 26 27 2288

2233 24 25 26 27 28 2299 2277 28 29 30 2255 26 27 28 29 30 3311 2299 30

3300 31

1 2 3 4 55 11 22 1 2 3 4 5 66 1 2 3 4 5 66

　　 66 7 8 9 10 11 1122 33 4 5 6 7 8 99 　　 77 8 9 10 1111 12 1133 　　 77 8 9 10 11 12 1133

1122 1133 14 15 16 17 18 1199 11 1100 1111 12 13 14 15 1166 22 1144 15 16 17 18 19 2200 33 1144 15 16 17 18 19 2200

月月 2200 21 22 23 24 25 2266 月月 1177 18 19 20 21 22 2233 月月 2211 22 2233 24 25 26 2277 月月 2211 2222 23 24 25 26 2277

2277 28 29 30 31 　　 2244 25 26 27 28 29 3300 2288 2288 29 30 31

3311

＜＜休休講講ににつついいてて＞＞ ≪≪白白金金キキャャンンパパスス立立入入禁禁止止日日≫≫

 ４月３０日（木）・５月１日（金）  １２月１２日（土）・１３日（日） 　（ＯＳＣＥ共用試験実施のため）

 １０月２３日（金）・２６日（月）  １月２９日（金）～２月１日（月） 　（一般入学試験実施のため）

＜＜祝祝日日・・休休日日ににつついいてて＞＞

　４月２９日（水） 昭和の日 　７月２０日（月） 　１０月１２日（月） 　１月１１日（月）

　５月　３日（日） 憲法記念日 　８月１１日（火） 　１１月　３日（火） 　２月１１日（木）

　５月　４日（月） みどりの日 　９月２１日（月） 敬老の日 　１１月　９日（月） 創立記念日振替 　２月２３日（火）　天皇誕生日

　５月　５日（火） 　９月２２日（火） 　１１月２３日（月） 勤労感謝の日 　３月２１日（日） 春分の日

　５月　６日（水） 　９月２３日（水） 秋分の日 　１月　１日（金） 元旦 　３月２２日（月） 春分の日振替

　１１月　５日（木）

成人の日

山の日 文化の日 建国記念日

こどもの日 国民の休日

 　１２月２５日（金）

　学位記授与式

 １１月  ７日（土）・ ８日（日）

 　３月２４日（水）

　修了判定発表  　３月　４日（木）

   １月８日（金）～ ２月２日（火）

   １月下旬（予定）

 　２月１８日（木）・１９日（金）

　夏期休業 専攻した専門分野により異なる

   ５月１９日（火）

   ５月２６日（火）～ ６月３０日（水）

　最終判定
  学位記授与

 　７月　９日（木）
　 ７月３１日（金）

　前期講義終了  　７月２３日（木）

　博士論文審査開始
　博士論文審査終了

２２００２２６６年年度度　　薬薬学学研研究究科科暦暦

　入学式

　論文博士・予備審査会

　論文博士・博士論文提出

 　８月３１日（月）

 　１月２５日（月）

 　１１月２５日（水）・２６日（木）

　前期講義開始

　新学年ガイダンス/健康診断

　研究計画書作成

  論文博士・予備審査会要旨提出
  課程博士・予備審査会要旨提出

 　９月３０日（水）
１１月　５日（木）

　冬期休業   ４月　７日（火）

　課程博士・論文博士予備審査会

専攻した専門分野により異なる

　後期講義開始

　修士論文発表会要旨提出

　修士論文発表会

　博士論文提出

　 ４月　５日（日）

   ４月１４日（火）～ １６日（木）

　後期講義終了

　博士論文審査開始
  博士論文審査終了

　 ４月　２日（木）

 　４月３０日（木）

 １０月２４日（土）・２５日（日）　白金祭

  ４月２０日（月） 
開校記念日
（※授業実施日）

　北里祭

北里研究所創立記念日
（※授業実施日）

海の日 スポーツの日

憲法記念日振替

（白金祭準備・片付けのため）
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２０２６年度 薬学研究科時間割

（１）修⼠課程〔薬科学履修コース〕特論講義時間割
科 ⽬ 概 要 担当者 時間割 教室

創薬情報科学特論 志鷹・⽥中 ⽕ 10:55〜12:25 3301

薬理・薬物学特論 ⽥辺・中原・⼩林 ⽔ 10:55〜12:25 3301

衛⽣薬学特論 今井・清野 ⽊ 10:55〜12:25 1507

実践的英語プレゼンテーションと
ライティング

奥脇 ⽉ 10:55〜12:25
3201
3202

有機化学特論 牧野・⻑光・藤井 ⽕ 10:55〜12:25 1507

薬剤・分析学特論 杉⽊・前⽥ ⽔ 10:55〜12:25 1507

⽣命薬学特論 奥脇・⾦・⼤城 ⽊ 10:55〜12:25 3114

（２）修⼠課程〔臨床統計学履修コース〕 臨床統計学⼊⾨Ⅰ・Ⅱ
科 ⽬ 概 要 担当者 時間割 教室

前期 臨床統計学⼊⾨Ⅰ 道前 ⽔ 13:25〜16:35 3114

後期 臨床統計学⼊⾨Ⅱ 道前 ⽔ 13:25〜16:35 3114

※講義時間については、変更する場合もあります。

前期

後期
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Ⅲ．科 目 内 容 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

Ⅲ.  

科
目
内
容　
　
　
　





牧野　一石

牧野　一石

牧野　一石

志鷹真由子

志鷹真由子

志鷹真由子

田辺　光男

田辺　光男

田辺　光男

杉木 俊彦

杉木 俊彦

杉木 俊彦

今井　浩孝

今井　浩孝

今井　浩孝

奥脇　　暢

奥脇　　暢

奥脇　　暢

坂本　　光 開講せず

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

成川　　衛

成川　　衛

成川　　衛

成川　　衛

成川　　衛

成川　　衛

成川　　衛

医 薬 開 発 学 演 習 Ⅱ

4

医 薬 開 発 学 特 論 Ⅰ 4

（専攻共通科目）

とライティング

医 薬 開 発 学 実 習

医 薬 開 発 学 演 習 Ⅰ

頁科目責任者

8

2

（関　連　科　目）

医 薬 開 発 学 総 合 実 習

科科目目掲掲載載ペペーージジ一一覧覧

医 薬 開 発 学 特 論 Ⅲ 4

医 薬 開 発 学 特 論 Ⅱ 4

4

臨 床 統 計 学 入 門 Ⅱ 2

臨 床 統 計 学 入 門 Ⅰ 2

4

（関 連 科 目）

臨 床 統 計 学 総 合 実 習 8

臨 床 統 計 学 特 論 Ⅲ 4

臨 床 統 計 学 実 習 2

臨 床 統 計 学 演 習 Ⅱ

臨 床 統 計 学 特 論 Ⅱ 4

臨 床 統 計 学 演 習 Ⅰ 4

臨 床 統 計 学 特 論 Ⅰ 4

生 命 薬 学 特 別 実 験 16

（主　科　目）

放 射 薬 品 化 学 2

生 命 薬 学 演 習 4

生 命 薬 学 特 論 2

16

衛 生 薬 学 特 別 実 験 16

生化学・微生物学系

衛 生 薬 学 演 習 4

2

16

衛 生 薬 学 特 論 2

4

薬理・薬物学特別実験

薬 剤 ・ 分 析 学 演 習 4

創 薬 情 報 科 学 演 習

16

2

4

4

有 機 化 学 特 別 実 験

創薬情報科学特別実験

薬 理 ・ 薬 物 学 演 習

創 薬 情 報 科 学 特 論

16

2

2

単 位 数
講義

（主　科　目）
有機化学系

創薬情報科学系

薬理・薬物学系

演習

薬 理 ・ 薬 物 学 特 論

実験

薬剤・分析学系

衛生薬学系

有 機 化 学 演 習

薬 剤 ・ 分 析 学 特 論

専攻共通

【修士課程　薬科学専攻】

臨床統計学履修コース

薬科学履修コース

医薬開発学履修コース

薬剤・分析学特別実験

実践的英語プレゼンテーション

コース名称 授業科目（専門分野別）

有 機 化 学 特 論

奥脇　　暢2
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41

43

44

45

47

48

49

51

53

54

56

57

58

60

61

62

64

66

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

83

84

85

86

68



藤井　秀明

藤井　秀明

藤井　秀明

杉木　俊彦

杉木　俊彦

杉木　俊彦

長光　　亨

長光　　亨

長光　　亨

牧野　一石

牧野　一石

牧野　一石

志鷹真由子

志鷹真由子

志鷹真由子

小林　義典

小林　義典

小林　義典

今井　浩孝

今井　浩孝

今井　浩孝

清野　正子

清野　正子

清野　正子

奥脇　　暢

奥脇　　暢

奥脇　　暢

田辺　光男

田辺　光男

田辺　光男

中原　　努

中原　　努

中原　　努

金　　倫基

金　　倫基

金　　倫基

大城　太一

大城　太一

大城　太一

前田　和哉

前田　和哉

前田　和哉

田中　信忠

田中　信忠

田中　信忠

日向須美子

日向須美子

日向須美子

道前　洋史

道前　洋史

道前　洋史

成川　　衛

成川　　衛

成川　　衛

漢 方 薬 理 学 特 別 研 究 5

臨 床 統 計 学 特 別 演 習

漢 方 薬 理 学 特 別 講 義 2

漢 方 薬 理 学 特 別 演 習 3

分 子 薬 理 学 特 別 演 習

分 子 薬 理 学 特 別 講 義

科目責任者

5

頁

5

2

臨 床 統 計 学 特 別 研 究

薬 剤 学 特 別 講 義

分 子 薬 理 学 特 別 研 究

創薬物理化学特別研究

薬 剤 学 特 別 研 究

臨 床 統 計 学 特 別 講 義

微生物薬品化学特別研究 5

3

微 生 物 学 特 別 講 義

3

（主　科　目）

創薬物理化学特別演習

薬 剤 学 特 別 演 習

微生物薬品化学特別演習

微生物薬品化学特別講義

5

3

3

薬品製造化学特別研究

3

5

（主　科　目）

5

3

2

2創薬物理化学特別講義

3

2

薬 理 学 特 別 演 習 3

微 生 物 学 特 別 演 習

微 生 物 学 特 別 研 究

2

薬品製造化学特別演習

5

2

生 薬 学 特 別 演 習

5

生 薬 学 特 別 講 義

5

3

2

5

5

5

生 命 薬 化 学 特 別 演 習

分 析 化 学 特 別 演 習

医 薬 品 化 学 特 別 講 義 2

生 命 薬 化 学 特 別 講 義

分 析 化 学 特 別 研 究

生 命 薬 化 学 特 別 研 究

講義 実験
授業科目（専門分野別）

2

（主　科　目）

生物分子設計学特別研究 5

衛 生 化 学 特 別 演 習

公 衆 衛 生 学 特 別 演 習

2

衛 生 化 学 特 別 研 究

2

薬 理 学 特 別 研 究

3

5

5

薬 理 学 特 別 講 義

生 化 学 特 別 講 義 2

生 化 学 特 別 演 習

生 化 学 特 別 研 究

医 薬 開 発 学 特 別 講 義

生物分子設計学特別演習

医 薬 開 発 学 特 別 研 究

3

医薬開発学履修コース

衛 生 化 学 特 別 講 義 2

臨床統計学履修コース

3

3

2

医 薬 開 発 学 特 別 演 習

生 薬 学 特 別 研 究

公 衆 衛 生 学 特 別 研 究

公 衆 衛 生 学 特 別 講 義

2

演習

3

3

医 薬 品 化 学 特 別 演 習

5

生物分子設計学特別講義 2

3

コース名称

分 析 化 学 特 別 講 義 2

  【博士後期課程　薬科学専攻】

3

単 位 数

5

薬品製造化学特別講義

薬科学履修コース

医 薬 品 化 学 特 別 研 究
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89

91

92

93

95

96

97

99

100

101

103

104

105

107

108

109

111

113

114

116

117

118

120

121

122

124

125

126

127

128

129

131

132

133

135

136

137

139

140

141

143

144

145

147

148

149

151

152

153

154

155

156

157

158



尾鳥　勝也

尾鳥　勝也

尾鳥　勝也

平山　武司

平山　武司

平山　武司

平山　武司

平山　武司

平山　武司

菅原　充広

菅原　充広

菅原　充広

根岸　健一

根岸　健一

根岸　健一

久保田理恵

久保田理恵

久保田理恵

鈴木　雄介

鈴木　雄介

鈴木　雄介

小林　昌宏

小林　昌宏

小林　昌宏

尾鳥　勝也 開講せず

尾鳥　勝也 開講せず

尾鳥　勝也 開講せず

有田　悦子

有田　悦子

有田　悦子

高田　史男

高田　史男

高田　史男

高田　史男

高田　史男

高田　史男

日本語入門Ⅰ

日本語入門Ⅱ

日本語Ⅰ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｽﾀﾃﾞｨ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

1

1

1

1

1

日本語Ⅱ

【全課程・全専攻共通】

English for Academic
Presentations

　自由科目

地域医療薬学特別演習

薬物治療学Ⅳ特別研究

頁
単 位 数

15

科目責任者

5

2

15

地域医療薬学特別講義

2

生 体 制 御 学 特 別 講 義 2

生 体 制 御 学 特 別 演 習

臨床薬学教育特別演習

5

2

講義

薬物治療学Ⅰ特別演習

（主　科　目）

5

臨床薬学教育特別講義

臨床薬学教育特別研究

薬 物 動 態 学 特 別 研 究

中 毒 学 特 別 演 習

2

薬 物 動 態 学 特 別 演 習

薬 物 動 態 学 特 別 講 義 2

2

授業科目（専門分野別）

薬物治療学Ⅰ特別講義
薬学履修コース

薬物治療学Ⅲ特別研究

15

実験

5

2

5

演習

15

薬物治療学Ⅳ特別講義

15

15

15

地域医療薬学特別研究

医療安全管理学特別講義

薬物治療学Ⅳ特別演習

薬物治療学Ⅰ特別研究

薬物治療学Ⅲ特別講義

医療安全管理学特別演習

医療安全管理学特別研究

薬物治療学Ⅲ特別演習

2

15

5

生 体 制 御 学 特 別 研 究

5

2

5

15

5

15

医 療 心 理 学 特 別 演 習

医 療 心 理 学 特 別 講 義

5

医 療 心 理 学 特 別 研 究

中 毒 学 特 別 研 究

中 毒 学 特 別 講 義

コース名称

1

【博士課程　薬学専攻】
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161

163

164

165

167

168

169

170

171

172

173

174

175

177

178

179

180

181

182

183

184

185

187

188

189

191

192

195

197

199

201

203

205





  
  
  
  
  
  

修士課程薬科学専攻 
 ・薬科学履修コース 
 ・臨床統計学履修コース 
 ・医薬開発学履修コース 
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− 74−



− 75−



− 76−



− 77−



− 78−



− 79−



− 80−



− 81−



− 82−



− 83−



− 84−



− 85−



− 86−



  
  
  
  
  
  
  

博士後期課程薬科学専攻 
 ・薬科学履修コース 
 ・臨床統計学履修コース 
 ・医薬開発学履修コース 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

博
士
後
期
課
程
薬
科
学
専
攻





− 89−



− 90−



− 91−



− 92−



− 93−



− 94−



− 95−



− 96−



− 97−



− 98−



− 99−



− 100 −



− 101 −



− 102 −



− 103 −



− 104 −



− 105 −



− 106 −



− 107 −



− 108 −



− 109 −



− 110 −



− 111 −



− 112 −



− 113 −



− 114 −



− 115 −



− 116 −



− 117 −



− 118 −



− 119 −



− 120 −



− 121 −



− 122 −



− 123 −



− 124 −



− 125 −



− 126 −



− 127 −
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− 129 −



− 130 −



− 131 −



− 132 −



− 133 −



− 134 −



− 135 −



− 136 −



− 137 −



− 138 −



− 139 −



− 140 −



− 141 −



− 142 −



− 143 −



− 144 −



− 145 −



− 146 −



− 147 −



− 148 −



− 149 −



− 150 −



− 151 −



− 152 −



− 153 −



− 154 −



− 155 −



− 156 −



− 157 −



− 158 −



博
士
課
程
薬
学
専
攻





− 161 −



− 162 −



− 163 −



− 164 −



− 165 −



− 166 −



− 167 −



− 168 −



− 169 −



− 170 −



− 171 −



− 172 −



− 173 −



− 174 −



− 175 −



− 176 −



− 177 −



− 178 −



− 179 −



− 180 −



− 181 −



− 182 −



− 183 −



− 184 −



− 185 −



− 186 −



− 187 −



− 188 −



− 189 −



− 190 −



− 191 −



− 192 −



全課程・全専攻共通

全
課
程
・
全
専
攻
共
通





− 195 −



− 196 −



− 197 −



− 198 −



− 199 −



− 200 −



− 201 −



− 202 −



− 203 −



− 204 −



− 205 −



− 206 −



  
  
  
  
  
  

  

【参考】博士課程学位及び 
論文審査に関する申合せ・規程等 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

【
参
考
】博
士
課
程
学
位
及
び
論
文
審
査
に
関
す
る
申
合
せ
・
規
程
等





北北里里大大学学大大学学院院薬薬学学研研究究科科((課課程程博博士士・・論論文文博博士士))のの学学位位予予備備審審査査  

申申請請基基準準にに関関すするる申申合合せせ  

 

 

〔〔課課程程博博士士〕〕  

 課程博士の修了および学位取得要件（2000年度入学者から適用） 

 ○予備審査申請時までに、欧文誌ファーストオーサーサブミット1報以上 

 

1999年7月15日開催 夏期教授会・夏期薬学研究科委員会承認 

 

〔〔論論文文博博士士〕〕  

ⅠⅠ..薬薬科科学学専専攻攻：：博博士士（（薬薬科科学学））・・博博士士（（臨臨床床統統計計学学））・・博博士士（（医医薬薬開開発発学学））  

１．研究歴（研究期間）が次の各号の一に該当すること。 

（１）理系修士の学位を有し、研究歴（研究期間）が3年以上ある者 

（２）大学における修業年限6年の課程（医学・歯学・薬学又は獣医学）を卒業後、研究歴（研究期

間）が4年以上ある者 

（３）大学における修業年限4年の課程を卒業後、研究歴（研究期間）が5年以上ある者 

（４）その他、前各号と同等以上の学力があると認められる者 

  なお、研究歴とは北里大学学位規程第5条第2項に該当するものとする。 

２．申請する博士論文に直接関係する原著論文が、次の各号のいずれかに該当すること。 

（１）過去10年以内に掲載又は受理（accept）されたファーストオーサーの欧文原著論文2報以上 

  （原則としてインパクトファクター（IF）が付いた査読制度の確立した学術誌に掲載又は受理

（accept）されたもの） 

（２）過去10年以内にファーストオーサーの欧文原著論文が、IFが4.0以上の査読制度の確立した学

術誌に掲載又は受理（accept）されていること。 

   ただし、IFは予備審査申請時から遡って、3年以内に公表されたいずれかのIFを選択すること

ができる。 

３．原著論文の共著者全員（共著者が故人となった場合を除く）から同意を得ていること。 

 

ⅡⅡ．．薬薬学学専専攻攻：：博博士士（（薬薬学学））  

１．研究歴（研究期間）が次の各号の一に該当すること。 

（１）理系修士の学位を有し、研究歴（研究期間）が4年以上ある者 

（２）大学における修業年限6年の課程（医学・歯学・薬学又は獣医学）を卒業後、研究歴（研究期
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間）が4年以上ある者 

（３）大学における修業年限4年の課程を卒業後、研究歴（研究期間）が6年以上ある者 

（４）その他、前各号と同等以上の学力があると認められる者 

  なお、研究歴とは北里大学学位規程第5条第2項に該当するものとする。 

２．申請する博士論文に直接関係する医療系の原著論文が、次の各号のいずれかに該当すること。 

（１）過去10年以内に掲載又は受理（accept）されたファーストオーサーの欧文原著論文2報以上 

  （原則としてインパクトファクター（IF）が付いた査読制度の確立した学術誌に掲載又は受理

（accept）されたもの） 

（２）過去10年以内に掲載又は受理（accept）されたファーストオーサーの欧文原著論文1報及び

ファーストオーサーの邦文論文2報以上 

（ともに原則としてIFが付いた査読制度の確立した学術誌に掲載又は受理（accept）されたも

の。なお、邦文雑誌はIFが付いていなくても可とする）。 

３．原著論文の共著者全員（共著者が故人となった場合を除く）から同意を得ていること。 

４. 本基準は、予備審査願提出期限が2025年月9月30日の者から適用する。 

５. 本申合せⅠ－2、Ⅱ－2は、学位規程第4条第1項第4号又は第6号による学位論文の提出の資格を有

して退学した者が、退学後3年以内に予備審査の申請をする場合には、適用しないものとする。 

 

以上 

 

1996年3月7日開催 第11回薬学研究科委員会承認 

1999年1月21日開催 第9回薬学研究科委員会承認 

2005年11月10日開催 臨時薬学研究科委員会承認 

2017年7月20日開催 第3回薬学研究科委員会承認 

2025年3月3日開催  臨時薬学研究科委員会承認 
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課課程程博博士士のの学学位位（（博博士士））論論文文審審査査基基準準  

 

１．課程博士の学位申請者は、予備審査申請書類（論文要旨等）提出期限までに、学術誌

（審査有り）に第一著者として１報以上の欧文論文を投稿していなければならない（以

下、この論文を「投稿論文」という）。但し、予備審査申請書類（論文要旨等）提出期限

前（最終年度の 10 月中旬）に「投稿論文」の写しを薬学部運営会議に提出し、その内容

が博士論文の内容を反映したものであることの確認を得る必要がある。 

 

２．課程博士として学位論文の最終判定を受けるためには、最終年度の 2 月 10 日までに学

位論文審査委員会による審査に合格し、かつ「投稿論文」が受理されていなければなら

ない。 

  最終年度の 2 月 10 日までに「投稿論文」が受理されなかった場合、学位申請者は当該

年度内に博士の学位を取得することはできない。但し、「投稿論文」の受理の有無に拘ら

ず、学位論文審査委員会による審査は行うものとする。 

  学位論文審査委員会の審査に合格し、「投稿論文」が受理されず留年した者が、次年度

に「投稿論文」が受理された場合、予備審査会と学位論文審査委員会による学位論文の

審査は既に実施されているため、再度それらを実施することはせず、提出された「投稿

論文」の内容を学位論文審査委員会が精査した結果を受けて、研究科委員会で最終判定

を行う。 

 

３．学位論文審査委員会の審査に合格し、「投稿論文」が受理されなかったことを理由に満

期退学した者が、退学後３年以内に「投稿論文」が受理されたことの証明および受理さ

れた「投稿論文」の写しを添えて学位を申請した場合、授与される学位は論文博士とな

る。 

  この場合、予備審査会と学位論文審査委員会による学位論文の審査は既に実施されて

いるため、再度それらを実施することはせず、提出された「投稿論文」の内容を学位論

文審査委員会が精査した結果を受けて、研究科委員会で最終判定を行う。 

 

４．上記３．以外の満期退学者が、退学後３年以内に博士論文を提出するときは、退学の

翌年度から起算して３年度目の後期を受付期限とし、予備審査申請書類（論文要旨等）

提出期限までに学術誌（審査有り）に第一著者として１報以上の欧文論文を投稿し、か

つ受理されていなければならない。提出された博士論文は、予備審査会と学位論文審査

委員会による審査を経て、研究科委員会で最終判定を行う。授与される学位は論文博士

となる。 

 

５．『学位論文評価基準』は別に定める。 

 

2021 年 2 月 25 日開催 臨時薬学研究科委員会承認 

2025 年 2 月 13 日開催 第 10 回薬学研究科委員会承認 
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学学位位論論文文評評価価基基準準  

 

【修士（博士前期）課程】 

 修士（博士前期）課程の学位論文審査は、薬学研究科における学位授与の方針（ディプ

ロマポリシー）に基づき、公開発表会での発表ならびに提出された論文について、主査１

名および副査２名が以下の評価基準から学位審査を行う。 

 

① 問題意識が明確で、課題設定が適切に表現されていること。 

② 事実調査や文献資料などの探索が十分に行われていること。 

③ 先行研究が適切に検討・吟味されていること。 

④ 研究倫理に関する諸規定や実験実施上の諸規定を遵守していること。 

⑤ 実験データや調査結果等が、十分に得られていること。 

⑥ 研究結果についての整理と解析が十分に行われていること。 

⑦ 結果に基づく仮説や結論の展開が論理的で分かりやすく行われていること。 

 

【博士（博士後期）課程および論文博士】 

 博士（博士後期）課程ならびに論文博士の学位論文審査は、薬学研究科における学位授

与の方針（ディプロマポリシー）に基づき、公開発表会での発表について、以下の評価基

準から研究科委員会で予備審査を行う。この予備審査で論文提出相当と判定された場合は、

その後提出された学位論文について、審査委員会（主査１名、副査３名）が以下の評価基

準からさらに詳細な学位審査を行う。 

 なお、学位申請条件等は、学生便覧掲載の「薬学研究科（課程博士・論文博士）の学位

予備審査申請基準に関する申合せ」および「課程博士の学位（博士）論文審査基準」に記

されている。 

 

① 問題意識が明確で、課題設定が適切で独創的であること。 

② 事実調査や文献資料などの探索が十分に行われていること。 

③ 先行研究が適切に検討・吟味されていること。 

④ 研究倫理に関する諸規定や実験実施上の諸規定を遵守していること。 

⑤ 実験データや調査結果等が、論理展開に十分な質と量で得られていること。 

⑥ 研究結果についての整理と解析が十分に行われていること。 

⑦ 結果に基づく仮説や結論の展開が明確で、論理的であること。 

⑧ 論文の内容に独創性と新規性があること。 

⑨ 当該分野の学術の進展や社会への貢献が期待できること。 
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博博士士後後期期課課程程及及びび博博士士課課程程ににおおけけるる長長期期履履修修学学生生制制度度  
  

    １１．．博博士士後後期期課課程程  

   北里大学大学院薬学研究科薬科学専攻博士後期課程には、大学院学則第２０条に基づく５年間の 
  長期履修学生制度（３年間の学費納付）を導入している。 
 
  １）申請の時期 
    長期履修学生制度の適用を希望する者は、入学手続書類提出時に申請を行う。 
  ２）修業年限 
    学則に博士後期課程の標準修業年限は３年と定められているが、長期履修学生制度の適用を受 
   けた者の修業年限は、４又は５年とする。 
  ３）在学年限 
    学則に博士後期課程の在学年限は６年と定められているが、長期履修学生制度の適用を受けた 
   者の場合も、在学年限は６年とする。 
  ４）長期履修学生制度の適用を受けた者の履修期間の変更（長期履修学生制度の適用取り下げを含む） 
    本研究科が必要と認めた場合は、在学中１回に限り、履修期間の短縮又は適用の取り下げを行 
   うことができる。申請の期限は、変更を希望する年度（適用年度）の前年度の１月末とする。 
  ５）入学金・授業料等 
    ①入学金（２０万円）は入学時に一括納入する。（本学卒業生は免除） 
    ②授業料（標準年額７５万円）は、３年分の２２５万円を申請した在学期間（４又は５年）に 
     応じて、各年度毎に均等に分割して納付する。 
    ※長期履修学生制度の適用を受けた者が申請期間内に学業を修了できなかった場合、申請期間 
     以降の在学期間中は、標準の学費（年額７５万円）を納付する。 
  

    ２２．．博博士士課課程程 

   北里大学大学院薬学研究科薬学専攻博士課程には、大学院学則第２０条に基づく６年間の長期履 
  修学生制度（４年間の学費納付）を導入している。 
 
  １）申請の時期 
    長期履修学生制度の適用を希望する者は、入学手続書類提出時に申請を行う。 
  ２）修業年限 
    学則に博士後期課程の標準修業年限は４年と定められているが、長期履修学生制度の適用を受 
   けた者の修業年限は、５又は６年とする。 
  ３）在学年限 
    学則に博士後期課程の在学年限は８年と定められているが、長期履修学生制度の適用を受けた 
   者の場合も、在学年限は８年とする。 
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  ４）長期履修学生制度の適用を受けた者の履修期間の変更（長期履修学生制度の適用取り下げを含む） 
    本研究科が必要と認めた場合は、在学中１回に限り、履修期間の短縮又は適用の取り下げを行 
   うことができる。申請の期限は、変更を希望する年度（適用年度）の前年度の１月末とする。 

５）入学金・授業料等 
    ①入学金（２０万円）は入学時に一括納入する。（本学卒業生は免除） 
    ②授業料（標準年額７５万円）は、４年分の３００万円を申請した在学期間（５又は６年）に 
     応じて、各年度毎に均等に分割して納付する。 
    ※長期履修学生制度の適用を受けた者が申請期間内に学業を修了できなかった場合、申請期間 
     以降の在学期間中は、標準の学費（年額７５万円）を納付する。 
 
 
 

４４年年制制博博士士課課程程のの早早期期修修了了要要件件  

 

 ４年制博士課程の学生は、３年次の 10 月末日までに学術誌（審査有り）に第一著者として１報以上の

欧文論文が受理されていれば、課程博士の学位申請をし、公開論文発表と学術論文審査委員会による審

査を経て、３年次修了時に学位を取得し、卒業することができる。 
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北北里里大大学学大大学学院院薬薬学学研研究究科科課課程程博博士士のの学学位位にに関関すするる取取扱扱内内規規  

  

1975 年 4 月  1 日 制定 

1976 年 10 月 22 日 改正 

1991 年 4 月 1 日  改正 

1992 年 4 月 1 日  改正 

1993 年 4 月 1 日 改正 

1999 年 4 月 1 日 改正 

2000 年 12 月 7 日 改正 

2009 年 10 月 1 日 改正 

2016 年 2 月 18 日 改正 

2017 年 10 月 19 日  改正 

2023 年 9 月 14 日 改正 

2024 年 9 月 19 日 改正 

2025 年 3 月  3 日 改正 

 

 （趣旨） 

第１条 北里大学大学院薬学研究科博士課程における学位に関する取扱いは、関係規程に

定めるもののほか、この取扱内規による。 

２ 前項の規定にかかわらず、北里大学大学院薬学研究科委員会（以下「研究科委員会」

という。）は、必要に応じ、特例を定めることができるものとする。 

 （学位の授与の申請） 

第２条 北里大学学位規程（以下「学位規程」という。）第 6 条第 1項の規定による学位

の授与の申請は、次のとおりとする。 

 ⑴ 学位規程第 3 条第 1 項の規定により博士の学位の授与を申請する者は、当該博士の

学位の授与に係る論文（以下「博士論文」という。）の要旨（4,000 字以内 2 通）及び

同意書（共同研究の場合・原著論文の共著者全員分 2 通）を 11 月中旬までに当該研

究指導教員を経て薬学研究科長（以下「研究科長」という。）に提出するものとす

る。 

 ⑵ 前号の規定により博士論文要旨を提出した者は、12 月上旬までに博士論文予備審査

会（以下「予備審査会」という。）において要旨を発表しなければならない。なお、

発表する内容に関して、特許出願等を予定している、又は特許出願等の可否を検討し

ている内容が含まれる場合の取扱いについては、別に定める。 

 ⑶ 前号の規定における発表の後、研究科委員会において博士論文提出に相当すると認

められた者は、1 月中旬までに第 3条に規定する博士論文及び必要な書類を提出しな

ければならない。 

２ 提出期限後に提出された博士論文の年度内審査は行わない。 
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（提出書類） 

第３条 前条第 1 項第 3 号に規定する提出書類は、次のとおりとする。 

⑴ 学位申請書 2 通 

 ⑵ 博士論文 正 1通及び副 4通 

 ⑶ 博士論文要旨（4,000 字以内） 5 通 

 ⑷ 原著論文目録 2 通 

 ⑸ 原著論文目録記載の原著論文別冊 5 通 

 ⑹ 履歴書 2 通 

 ⑺ 削除 

 ⑻ 住民票記載事項証明書又はそれに代わるもの 1 通 

 ⑼ 単位取得（成績）証明書 1 通 

⑽ 一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）が提供する「研究者行動規範教育 e-

learning プログラム」修了証 1 通 

⑾ 北里大学リポジトリ 登録申請・公表許諾書 1 通 

⑿ 学位論文全文のインターネット公表保留申請書 1 通（必要な場合のみ） 

２ 研究科長は、前項の規定のほか、学位規程第 7 条第 2 項に規定する資料の提出を求め

ることができる。 

（審査委員会） 

第４条 博士論文を審査するため、研究科委員会に審査委員会を置く。 

２ 審査委員会は、主査 1 人、副査 3 人をもって構成する。 

３ 審査委員会委員は、研究科委員会において選出する。 

４ 研究指導教員は、原則として審査委員会委員になることができない。ただし、当該分

野が特殊である等の事情により、博士論文の審査に支障があると研究科委員会が認めた

ときは、この限りでない。 

５ 研究科委員会は、学位規程第 9 条第 3 項の規定により、審査について必要があるとき

は、他の大学院又は研究所等の教員等を委員に充てることができるものとする。 

６ 研究科委員会は、委員の氏名を公表するものとする。 

 （博士論文の審査期限） 

第５条 審査委員会は、第 3 条に規定した書類が全て提出されていることを確認後、提出

された博士論文の審査を 2 月中旬までに終了する。 

 （最終試験） 

第６条 審査委員会は、博士論文を中心に口頭試問を行い、最終試験とする。 

 （博士論文及び最終試験の審査報告） 

第７条 審査委員会は、学位規程第 9 条第 2項の規定により、審査結果の報告書を作成

し、委員全員の承認を得て、研究科委員会に提出するものとする。 

 （判定） 

第８条 研究科委員会は、学位規程第 11 条の規定により、博士論文及び最終試験の合否

− 216 −



 

の判定を行うものとする。 

 （博士論文要旨の公表） 

第９条 研究科長は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から 3

ヵ月以内に、博士論文の内容の要旨及び博士論文審査の結果の要旨をインターネットの

利用により公表しなければならない。 

（博士論文の公表） 

第 10 条 博士の学位を授与された者は、授与された日から 1 年以内にその博士論文の全

文をインターネットの利用により公表しなければならない。ただし、当該博士の学位を

授与される前に既に公表したときは、この限りでない。 

２ 博士の学位を授与された者が行う博士論文等のインターネットの利用による公表は、

原則として「北里大学リポジトリ」の利用により行うものとする。 

 （全文公表に係る委任状の提出） 

第 11 条 前条にかかわり、博士の学位を授与された者は、所定の様式により、北里大学

図書館長あてに北里大学リポジトリ 登録申請・公表許諾書を提出するものとする。 

（やむを得ない事由がある場合の取扱い） 

第 12 条 第 10 条の規定にかかわらず、やむを得ない事由があると認められた場合は、博

士の学位を授与された者は、博士論文の全文の公表延期又は非公表の措置が受けられる

ものとし、博士論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができるも

のとする。なお、この場合においても、研究科長は、その博士論文の全文を求めに応じ

て閲覧に供するものとする。 

２ 前項の取扱いを希望する者は、所定の様式に、その事由等を具して、研究科長に申請

しなければならない。 

３ 研究科長は、前項の申請があった場合、その事由を確認した上で、研究科委員会の議

を経て、学長の承認を受けるものとする。 

４ 前項の規定により、博士論文の全文の公表延期の承認を受けた者が、引き続き同様の

取扱いを希望する場合は、毎年度、前 2 項の手続をとるものとする。 

５ 前項の手続がない場合、研究科長は、公表延期の措置を解除し、博士論文の全文をイ

ンターネットの利用により公表するものとする。 

（博士論文提出有資格者の退学） 

第 13 条 学位規程第 4条第 1 項第 4 号乃至第 6号の規定による博士論文提出の資格を有

して退学した者については、北里大学大学院薬学研究科論文博士の学位に関する取扱内

規に準じて取り扱うものとする。 

（論文審査基準） 

第 14 条 課程博士の学位（博士）論文審査基準は、別に定める。 

（取扱内規の改廃） 

第 15 条 この取扱内規の改廃は、研究科委員会の議を経て、研究科長が決定する。 

   附 則 
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この取扱内規は、1975 年 4 月 1 日から施行する。 

  附 則 

この取扱内規は、1976 年 10 月 22 日から施行する。 

   附 則 

この取扱内規は、1991 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

この取扱内規は、1992 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

この取扱内規は、1993 年 4 月 1 日から施行する。 

    附 則 

この取扱内規は、1999 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

この取扱内規は、2000 年 12 月 7 日から施行する。 

   附 則 

この取扱内規は、2009 年 10 月 1 日から施行する。 

   附 則 

１ この取扱内規は、2016 年 2 月 18 日から施行する。 

２ この取扱内規は、2015 年度修了者から適用する。 

３ 第 3 条第 1 項第 10 号に規定する「CITI Japan プロジェクト」が提供する「CITI 

Japan e-learning プログラム」受講証明書の提出については、2016 年度以降の学位申

請者に適用する。 

   附 則 

１ この取扱内規は、2017 年 10 月 19 日から施行する。 

２ この取扱内規は、2017 年度修了者から適用する。 

   附 則（北学総第 2023－07562 号） 

この取扱内規は、2023 年 10 月 1 日から施行する。 

   附 則（北学総第 2024－09320 号） 

この取扱内規は、2024 年 10 月 1 日から施行する。 

   附 則（北学総第 2024－17763 号） 

この取扱内規は、2025 年 4 月 1 日から施行する。 
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北北里里大大学学大大学学院院薬薬学学研研究究科科論論文文博博士士のの学学位位にに関関すするる取取扱扱内内規規  

 

1976 年 10 月 22 日 制定 

1982 年 3 月 12 日 改正 

1992 年 4 月 1 日 改正 

1993 年 4 月 1 日 改正 

1999 年 4 月 1 日 改正 

2009 年 10 月 1 日 改正 

2015 年 4 月 23 日 改正 

2016 年 2 月 18 日 改正 

2017 年 10 月 19 日 改正 

2024 年 9 月 19 日 改正 

2025 年 3 月 3 日 改正 

2025 年 9 月 25 日 改正 

 

（趣旨） 

第１条 北里大学大学院薬学研究科（以下「本研究科」という。）における論文博士の学

位に関する取扱いは、関係規程に定めるもののほか、この取扱内規による。 

２ 前項の規定にかかわらず、北里大学大学院薬学研究科委員会（以下「研究科委員会」

という。）は、必要に応じ、特例を定めることができるものとする。 

（博士論文予備審査の申請） 

第２条 北里大学学位規程（以下「学位規程」という。）第 3 条第 2項の規定により学位

の授与を申請する者は、次の書類を北里大学大学院薬学研究科長（以下「研究科長」と

いう。）に提出して、当該博士の学位の授与に係る論文（以下「博士論文」という。）の

予備審査を申請しなければならない。 

⑴ 博士論文予備審査願 2 通 

⑵ 紹介状 1 通 

⑶ 博士論文要旨（4,000 字以内） 20 通 

⑷ 原著論文目録 2 通  

⑸ 同意書（共同研究の場合・原著論文の共著者全員分） 2 通 

２ 前項第 2 号に規定する紹介状は、申請者が学位の授与を申請する有資格者であること

を研究科長に紹介するために、薬学研究科教授が記載したものでなければならない。 

３ 研究科長は、第 1項の規定のほか、学位規程第 7 条第 2 項に規定する資料の提出を求

めることができる。 

第３条 博士論文の予備審査申請書類は、前期と後期に分けて受け付けるものとする。申

請書類の提出期限は、毎年原則として前期は前年度の 3月末日まで、後期は当年度の 9

月末日までとする。 
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第４条 第 2 条の規定により、博士論文の予備審査を申請した者は、12 月上旬までに博士    

論文予備審査会（以下「予備審査会」という。）において要旨を発表しなければならない。

なお、発表する内容に関して、特許出願等を予定している、又は特許出願等の可否を検討

している内容が含まれる場合の取扱いについては、別に定める。 

２ 研究科委員会は、申請の日から 3 ヵ月以内に予備審査を完了しなければならない。 

（博士論文予備審査の判定） 

第５条 前条の規定における発表の後、研究科委員会は、学位授与の申請を受理すべきか

否かを決定し、申請者に通知するものとする。 

２ 前項に規定する決定の方法は、学位規程第 11 条に規定する議決に準ずるものとする。 

（学位授与の申請） 

第６条 前条の規定により学位授与の申請が受理された申請者は、通知後 3 ヵ月以内に次

の書類に博士論文審査料を添えて、学位の授与を申請しなければならない。 

⑴ 学位申請書 2 通 

⑵ 博士論文 正 1 通及び副 4 通 

⑶ 博士論文要旨（4,000 字以内） 5 通 

⑷ 原著論文目録 2 通 

⑸ 原著論文目録記載の原著論文別冊 5 通 

⑹ 履歴書 2 通 

⑺ 削除 

⑻ 住民票記載事項証明書又はそれに代わるもの 1 通 

⑼ 単位取得（成績）証明書 1 通 

⑽ 最終学校の卒業証明書 1 通 

⑾ 研究歴証明書（設置長又は所属長） 2 通 

⑿ 北里大学リポジトリ 登録申請・公表許諾書 1 通 

⒀  学位論文全文のインターネット公表保留申請書 1 通（必要な場合のみ） 

２ 研究科長は、前項の規定のほか、学位規程第 7 条第 2 項に規定する資料の提出を求め

ることができる。 

（博士論文審査料） 

第７条 博士論文審査料は、次のとおりとする。 

⑴ 本学関係者 200,000 円 

 ⑵ 学 外 者 500,000 円 

２ 前項第 1 号に規定する本学関係者の範囲は、次のとおりとする。 

⑴ 本学部卒業生 

⑵ 本研究科に 2 年以上在籍した者 

⑶ 本学部専任職員として 2 年以上在籍した者 

⑷ 本研究科研究生及び本学部研究生として 1 年以上、あるいは本学部講座研究員とし

て 2 年以上在籍した者 
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（博士論文審査料の免除） 

第８条 本研究科博士課程満期退学後 3 年以内の申請であれば、研究科長の承認を得て、

審査料を免除することができる。 

（審査委員会） 

第９条 博士論文を審査するため、研究科委員会に審査委員会を置く。 

２ 審査委員会は、主査 1 人、副査 3 人をもって構成する。 

３ 審査委員会委員は、研究科委員会で選出する。 

４ 紹介教授は、原則として審査委員会委員になることができない。ただし、当該分野が

特殊である等の事情により、博士論文の審査に支障があると研究科委員会が認めたとき

は、この限りでない。 

５ 研究科委員会は、学位規程第 9 条第 3 項の規定により、審査について必要があるとき

は、他の大学院又は研究所等の教員等を委員に充てることができるものとする。 

６ 研究科委員会は、委員の氏名を公表するものとする。 

（博士論文の審査期限） 

第 10 条 審査委員会は、第 6 条に規定した書類が全て提出されていることを確認後、提

出された博士論文の審査を 1 年以内に終了しなければならない。 

（最終試験） 

第 11 条 審査委員会は、博士論文に関係する学科 2 科目及び外国語 1 科目について口頭

あるいは筆答試問を行い、最終試験とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、審査委員会は、研究科委員会の承認を得て、その経歴及び

業績の審査をもって試問の全部又は一部に代えることができるものとする。 

（博士論文及び最終試験の審査報告） 

第 12 条 審査委員会は、学位規程 9 条第 2 項の規定により、審査結果の報告書を作成

し、委員全員の承認を得て、研究科委員会に提出するものとする。 

（判定） 

第 13 条 研究科委員会は、学位規程第 11 条の規定により、博士論文及び最終試験の合否

の判定を行うものとする。 

（博士論文要旨の公表） 

第 14 条 研究科長は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から 3 

ヵ月以内に、博士論文の内容の要旨及び博士論文審査の結果の要旨をインターネットの

利用により公表しなければならない。 

（博士論文の公表） 

第 15 条 博士の学位を授与された者は、授与された日から 1 年以内にその博士論文の全

文をインターネットの利用により公表しなければならない。ただし、当該博士の学位を

授与される前に既に公表したときは、この限りでない。 

２ 博士の学位を授与された者が行う博士論文等のインターネットの利用による公表は、

原則として「北里大学リポジトリ」の利用により行うものとする。 
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 （全文公表に係る委任状の提出） 

第 16 条 前条にかかわり、博士の学位を授与された者は、所定の様式により、北里大学

図書館長あてに北里大学リポジトリ 登録申請・公表許諾書を提出するものとする。 

（やむを得ない事由がある場合の取扱い） 

第 17 条 第 15 条の規定にかかわらず、やむを得ない事由があると認められた場合は、博

士の学位を授与された者は、博士論文の全文の公表延期又は非公表の措置が受けられる

ものとし、博士論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができるも

のとする。なお、この場合においても、研究科長は、その博士論文の全文を求めに応じ

て閲覧に供するものとする。 

２ 前項の取扱いを希望する者は、所定の様式に、その事由等を具して、研究科長に申請

しなければならない。 

３ 研究科長は、前項の申請があった場合、その事由を確認した上で、研究科委員会の議

を経て、学長の承認を受けるものとする。 

４ 前項の規定により、博士論文の全文の公表延期の承認を受けた者が、引き続き同様の

取扱いを希望する場合は、毎年度、前 2 項の手続をとるものとする。 

５ 前項の手続がない場合、研究科長は、公表延期の措置を解除し、博士論文の全文をイ

ンターネットの利用により公表するものとする。 

（博士論文提出有資格者の退学） 

第 18 条 学位規程第 4条の規定による博士論文提出の資格を有して退学した者が、退学

後 3 年以内に学位授与の申請をするときは、この取扱内規第 11 条に規定する学科 2 科

目及び外国語 1 科目に関する口頭又は筆答試問を免除し、博士論文を中心とする口頭試

問に代えることができるものとする。 

 （取扱内規の改廃） 

第 19 条 この取扱内規の改廃は、研究科委員会の議を経て、研究科長が決定する。 

附 則 

この内規は、1976 年 10 月 22 日から施行する。 

   附 則 

この内規は、1982 年 3 月 12 日から施行する。 

   附 則 

この内規は、1992 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

この内規は、1993 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

この内規は、1999 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

この内規は、2009 年 10 月 1 日から施行する。 

   附 則 
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１ この内規は、2015 年 4 月 23 日から施行する。 

２ この内規は、2014 年度満期退学者から適用する。 

附 則 

１ この内規は、2016 年 2 月 18 日から施行する。 

２ この内規は、2015 年度修了者から適用する。 

附 則 

１ この内規は、2017 年 10 月 19 日から施行する。 

２ この内規は、2017 年度修了者から適用する。 

   附 則（北学総第 2024－09320 号） 

この内規は、2024 年 10 月 1 日から施行する。 

   附 則（北学総第 2024－17763 号） 

１ この内規は、2025 年 4 月 1 日から施行する。 

２ この内規は、2025 年度後期申請者から適用する。 

   附 則（北学総第 2025－09452 号） 

この内規は、2025 年 10 月 1 日から施行する。 
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北北里里大大学学大大学学院院薬薬学学研研究究科科課課程程博博士士及及びび論論文文博博士士のの博博士士論論文文予予備備審審査査会会ににおおけけるる  

特特許許出出願願等等にに関関すするる取取扱扱要要領領  

  

2016 年 3 月 18 日 制定 

  

（趣旨） 

第１条 この取扱要領は、北里大学大学院薬学研究科課程博士の学位に関する取扱内規第

2条第1項第2号並びに北里大学大学院薬学研究科論文博士の学位に関する取扱内規第4

条第 1 項の規定に基づき、北里大学大学院薬学研究科課程博士及び論文博士における博

士論文予備審査会（以下「予備審査会」という。）において、発表する内容に関して、特

許出願等を予定している、又は特許出願等の可否を検討している内容が含まれる場合の

取扱いを定める。 

（用語） 

第２条 この要領における用語は、次のとおりとする。 

⑴ 発表者とは、学位申請者で、予備審査会で発表する者をいう。 

⑵ 主催者とは、予備審査会を開催する薬学研究科長（以下「研究科長」という。）をい

う。 

⑶ 参加者とは、予備審査会に参加する全ての者をいう。 

（対応の申請） 

第３条 発表者は、予備審査会で発表する内容に関して、特許出願等を予定している、又

は特許出願等の可否を検討している内容が含まれる場合は、あらかじめ次の者にその旨

を申し出るものとする。 

 ⑴ 課程博士の場合は、研究指導教員 

 ⑵ 論文博士の場合は、設置長又は所属長（以下「設置長等」という。） 

２ 研究指導教員又は設置長等は、発表者からの申し出の内容を確認の上、所定の様式（様

式第 1）により、次条第 1 項の規定による対応を主催者に申請するものとする。 

（主催者が講ずる措置） 

第４条 主催者は、前条による申請が研究科委員会で承認された場合は、発表内容につい

て、特許法第 29 条第 1項の規定に該当しないなど、発表者の不利益にならないよう必要

な措置を講じなければならない。 

２ 主催者は、前項の措置を講じた場合、予備審査会後の特許出願等について責任を負わ

ないものとする。 

（参加者の守秘義務） 

第５条 参加者は、予備審査会で発表される内容について、守秘義務に同意し、主催者が

作成した所定の様式（様式第 2）に署名しなければならない。 

（参加者の資格） 

第６条 参加者は、次の者に限定する。 
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⑴ 博士論文の審査委員会委員 

⑵ 博士論文の審査を受ける者 

⑶ 博士論文の審査を受ける者の所属する研究室、部門等の教員 

⑷ 博士論文の審査を受ける者を研究指導した者 

⑸ その他主催者が認めた者 

（参加者への事前周知） 

第７条 主催者は、予備審査会の開催案内において、参加者の守秘義務等について周知し

なければならない。 

（予備審査会場） 

第８条 主催者は、予備審査会場について、参加者以外の者の任意の入退場制限及び発表

内容の漏洩防止が可能な場所を設定しなければならない。 

（予備審査会で使用する配付資料の取扱い） 

第９条 主催者は、予備審査会のために発表者が作成した資料を参加者に配付する場合は、

予備審査会を行う場所、時間内において配付し、退場時に当該資料を回収する措置をと

らなければならない。 

（持ち込み物品の制限） 

第 10 条 参加者は、録音装置、映像撮影装置等の持ち込み及び記録を行ってはならない。 

 （個別の学位審査） 

第 11 条 研究科長は、必要と認める場合、研究科委員会の承認を得て、予備審査会に代え

て、主査、副査及び発表者だけによる個別の学位審査を行うことができるものとする。 

２ 前項の個別の学位審査を行う場合、第 5条、第 7 条、第 8 条、第 9 条の規定を適用す

るものとする。この場合、予備審査会は個別審査会に読み替える。 

（準用） 

第 12 条 この取扱要領は、必要に応じて学部における卒業論文発表会及び大学院修士課程

における修士論文発表会に準用する。 

（その他） 

第 13 条 その他、この取扱要領に定めのない事項については、主催者の決定するところに

よる。 

（取扱要領の改廃） 

第 14 条 この取扱要領の改廃は、研究科委員会の議を経て、研究科長が決定する。 

 

附 則 

この取扱要領は、2016 年 3 月 18 日から施行する。 
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